
二年に一度 空を舞う龍に魅了され
10月18日に開催した朝比奈大龍勢。13の地域の「連」の想いを乗
せ美しく舞う龍勢に、大きな拍手と万歳の声が響きました。

龍の背に乗せる

「連」の想い―

M
arch
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年　表

昭和29年
３月　藤枝市誕生（31日）。藤枝町・青島

町・葉梨村・高洲村・大洲村・稲葉
村の２町４村が合併し、市制施行。
人口57,131人。（西益津村は１月に
藤枝町と合併）
共立志太病院を市立志太病院に名称
変更

４月　山口森三市長就任
６月　「広報藤枝」第１号発行
９月　市の紋章を制定

昭和30年
２月　志太郡瀬戸谷村を藤枝市に編入

昭和31年
７月　藤枝音頭お披露目

昭和32年
４月　志太郡広幡村を藤枝市に編入

国道１号開通
10月　静岡国体のサッカー競技を市内で

開催。昭和天皇・香淳皇后が観戦し、
一般の部で志太サッカークラブが、
高校の部で藤枝東高校が優勝

昭和33年
９月　認可を受け、市立志太病院を市立志

太総合病院に
昭和34年
３月　し尿処理場（稲川）が完成
４月　条例・規則を定め、積極的な工場誘

致開始
９月　台風15号（伊勢湾台風）により、瀬

戸谷・稲葉・葉梨地区に大きな風水
害

昭和35年
４月　市養護老人ホーム「円月荘」が開園
７月　市消防署が業務開始
８月　台風11号・15号の連続来襲により、

瀬戸谷・稲葉・葉梨地区に大きな水
害

昭和37年
２月　上水道給水開始。給水戸数636戸
10月　国鉄藤枝駅舎を新築

昭和38年
１月　藤枝東高校が全国高校サッカー選手

権大会で初優勝
昭和39年【市制施行10周年】
９月　交通安全都市宣言
10月　東海道新幹線が開通（市内延長5.4

㎞）
東京オリンピックのサッカー競技に
富沢清司氏・山口芳忠氏が出場

11月　藤岡団地で分譲開始

昭和40年
５月　花倉じん芥焼却場が完成
11月　第１回藤枝市表彰

昭和41年
３月　㈶市開発公社を設立
11月　藤枝商工会議所が設立

昭和42年
１月　藤枝東高校が高校サッカー三冠（同

一年度に高校総体・国体・選手権で
優勝）

11月　市民グラウンドがオープン（県内初
の芝生のサッカー専用グラウンドと
野球場）

昭和43年
10月　メキシコオリンピックサッカー競

技に富沢清司氏・山口芳忠氏が出場
し、銅メダルを獲得

昭和44年
７月　市民会館が開館
８月　市立図書館が市民会館内に開館
10月　瀬戸谷中学校内に北部学校給食セ

ンター完成（市内全小・中学校が完
全給食となる）

昭和45年
７月　静岡鉄道駿遠線（軽便鉄道）全線廃

止（大正２年から58年間運行）
昭和47年
６月　志太二市二町環境整備組合を設立
７月　志太二市二町が志太地区広域市町村

圏に指定
８月　志太二市二町花倉清掃工場が完成
９月　志太地区広域市町村圏協議会を設立
昭和48年
８月　岡出山一丁目に移転・新築した市庁

舎完成（旧庁舎は藤枝五丁目）
全国自治体職員サッカー選手権大会
で藤枝市役所が初優勝

９月　藤枝市が第25回保健文化賞を受賞。
昭和天皇に拝謁

11月　市民体育館が完成
市の木「マツ」・花「フジ」・鳥
「ウグイス」を制定

昭和49年【市制施行20周年】
７月　志太二市二町一色清掃工場が運転開

始
七夕豪雨により、葉梨川・大谷川・
朝比奈川などが氾濫

振り返る６０年

▲市制施行当時の市議会

▲国体を制した藤枝東高校サッカー部
は、優勝パレードで多くの市民の祝
福を受けました（昭和41年）

◀「軽便」の名で親しまれてき
た駿遠線が全線廃止

　（昭和45年）

▼花倉じん芥焼却場完成。市内の
ごみはここへ集められました

　（昭和40年）

▲中部学校給食センターで作られ
た給食をおいしくいただきました

　（昭和43年）

▲市制施行当時の庁舎。現在の藤枝市シル
バー人材センター（藤枝五）の場所にあ
りました

▲国鉄藤枝駅舎を新築（昭和37年）

昭
和
29
年
３
月
31
日
、
藤
枝
市
誕
生

軌跡
“藤枝市”
　誕生からの

私たちが住む藤枝市が誕生して今年で60年。これまでの主な
出来事を写真で振り返ります。

昭
和
29
年
１
月
、
藤
枝
町
と
西
益
津
村
が
合
併
。
そ
し
て
、
同
年
３
月
31
日
、
藤
枝
町
・
青
島
町
・
葉
梨
村
・
高
洲

村
・
大
洲
村
・
稲
葉
村
の
２
町
４
村
が
合
併
し
、
県
内
で
は
14
番
目
の
市
制
が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。
当
時
の
人
口
は

５
万
７
１
３
１
人
、
世
帯
数
は
９
７
９
０
世
帯
で
し
た
。

初
代
市
長
に
は
山
口
森
三
さ
ん
が
就
任
。
昭
和
30
年
に
瀬
戸
谷
村
が
、
昭
和
32
年
に
は
広
幡
村
が
編
入
合
併
し
ま
し

た
。
６
万
７
３
４
４
人
と
な
っ
た
人
口
は
県
内
で
７
番
目
、
面
積
で
は
５
番
目
と
な
り
ま
し
た
。

“
サ
ッ
カ
ー
の
ま
ち
藤
枝
”
と
し
て

藤
枝
東
高
校
サ
ッ
カ
ー
部
は
、
昭
和
31
年
か
ら
全
国
高
校
選
手
権
に
10
年
連
続
出
場
し
、
昭
和
38
年
に
初
優
勝
し
ま
し

た
。
翌
年
も
連
続
優
勝
し
、「
サ
ッ
カ
ー
の
ま
ち
藤
枝
」
の
黄
金
時
代
の
幕
開
け
と
な
り
ま
し
た
。
昭
和
41
年
に
は
、
高

校
総
体
と
国
体
で
優
勝
、
翌
年
１
月
に
は
高
校
サ
ッ
カ
ー
選
手
権
で
優
勝
し
、
高
校
サ
ッ
カ
ー
三
冠
に
輝
き
ま
し
た
。
こ

の
時
の
チ
ー
ム
は
、
60
試
合
戦
っ
て
、
57
勝
３
引
き
分
け
と
、
一
度
も
負
け
た
こ
と
の
な
い
最
強
チ
ー
ム
で
し
た
。

ま
た
、
昭
和
45
年
に
は
、
全
国
サ
ッ
カ
ー
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
大
会
で
全
藤
枝
が
、
全
国
中
学
生
サ
ッ
カ
ー
大
会
で
西
益

津
中
学
校
が
、
全
国
高
校
選
手
権
で
藤
枝
東
高
校
が
そ
れ
ぞ
れ
優
勝
。
小
・
中
・
高
の
三
冠
王
に
輝
き
、「
サ
ッ
カ
ー
の

ま
ち
藤
枝
」
を
改
め
て
印
象
付
け
ま
し
た
。

藤枝の地名の由来には諸説
あります。
“松に花 咲く藤枝の一王子
宮居ゆたかに幾千代を経ん”
と、平安時代の武将・八幡
太郎こと源義家の歌にも詠
まれているように、“藤”は
昔から藤枝の地とゆかりが
深い花です。また、市章も
藤の花弁を象徴したものです。

知ってる?!藤枝
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昭和50年
５月　老人福祉センター「藤美園」が開園

志太二市二町斎場が完成
７月　藤枝駅南口が完成

昭和51年
６月　飯塚正二市長就任

昭和52年
２月　文化センターが完成
11月　初の名誉市民に山口森三・初代市長

昭和53年
１月　世界連邦平和都市宣言
８月　志太二市二町リサイクルセンターが

完成
人口10万人都市の仲間入り（県内
で８番目）

昭和54年
１月　志太総合病院の本館が完成
３月　市民憲章・市歌を制定

志太二市二町藤枝環境管理センター
が完成

５月　藤枝五丁目に移転・新築した市立図
書館が完成
市民プールが城南二丁目に完成

昭和55年
５月　体育館とプール、ソフトボール場か

らなる藤枝スポーツセンターが善左
衛門に完成

10月　志太郡衙跡が国指定史跡となる
昭和56年
４月　藤枝バイパスが開通
５月　藤枝勤労青少年ホームオープン
12月　藤枝駅前広場が完成

昭和57年
４月　志太榛原地域救急医療センターが業

務を開始
高洲公民館が開館（市立公民館第１号）

９月　台風18号により、河川の決壊や山崩
れなど大きな被害

昭和58年
10月　石川県松任市（現在の白山市）と親

善友好都市提携
昭和59年【市制施行30周年】
１月　藤枝駅前土地区画整理事業が完了
３月　藤枝駅前西土地区画整理事業が完了

志太二市二町高柳清掃工場が完成
11月　オーストラリア・ペンリス市と姉妹

都市提携

昭和60年
３月　自転車・歩行者専用橋「ふれあい大

橋」が完成
11月　市浄化センターの通水式

昭和61年
１月　蓮華寺池公園が静岡の自然100選に
昭和62年
３月　市保健センターと藤枝歯科保健セン

ターが完成
11月　郷土博物館が開館
12月　非核平和都市宣言

昭和63年
４月　静岡学園短期大学（現在の静岡産業

大学）が駿河台に開校
志太二市二町環境整備組合を志太広
域事務組合に改称

昭和64年・平成元年
11月　岐阜県岩村町（現在の恵那市）と

「ゆかりの郷」提携
平成２年
１月　志太総合病院名誉院長の二階堂惣四

郎氏が名誉市民に
４月　志太広域事務組合静岡県中部看護専

門学校が開校
平成３年
４月　日本一の藤の里づくり事業がスタート

平成４年
１月　上水道管理センターが茶町水源地に

完成
４月　消防庁舎を稲川に移転・新築し、業

務開始
第１回全国藤の都市サミットを本市
で開催

６月　八木金平市長就任
９月　藤枝東高校が全日本ユースサッカー

選手権大会で優勝
平成５年
３月　志太・榛原地域の６農協が合併し、

ＪＡ大井川農業協同組合が誕生
４月　市営駅南自転車駐車場がオープン
平成６年【市制施行40周年】
３月　第１回藤の里ふじえだマラソン大会

を開催
第１回全国ＰＫ選手権大会を開催

９月　すこやか・緑園都市宣言

▲第１回藤の都市サミット（平成４年）

▲市制施行40周年記念式典では、生
涯を健やかに過ごし、豊かな自然
を市民共有の「緑園」として活力
あるまちづくりを進めるために
「すこやか・緑園都市」宣言がさ
れました（平成６年）

▼藤の里ふじえだマラソン
　（平成６年）
　市制施行40周年を記念して
始まり、現在でも早春の瀬戸
谷路で健脚を競おうと、多く
の皆さんが参加しています

平成３年、「日本一の藤の
里づくり」のシンボルマー
クとして作られました。
マークの９つの花びらは市
内９地区を、へたは藤枝の
“フ”の字を表しています

▲びく石牧場（昭和 60 年）
　平成14年５月に閉園した後、びく石ふ
れあい広場となっています

藤の里

ふじえだ

▲藤枝バイパス開通。写真は藪田西IC
（昭和56年）

10
万
人
都
市
へ
の
成
長

本
市
の
人
口
は
昭
和
50
年
か
ら
昭
和
55
年
に
１
万
２
８
６
６
人
増
加
し
、
県
内
の
市
で
は
最
も

高
い
伸
び
率
を
示
し
ま
し
た
。
昭
和
53
年
９
月
18
日
に
は
人
口
が
10
万
人
を
突
破
。
順
調
に
人
口

が
増
加
す
る
中
で
、
本
市
で
は
都
市
基
盤
の
整
備
や
各
種
施
設
の
オ
ー
プ
ン
な
ど
、
着
々
と
事
業

を
進
め
て
き
ま
し
た
。

昭
和
59
年
に
は
、
市
制
施
行
30
周
年
を
記
念
し
て
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・
ペ
ン
リ
ス
市
と
姉
妹
都

市
提
携
を
締
結
。
現
在
で
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
交
流
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

藤
の
里
を
全
国
へ
Ｐ
Ｒ

平
成
３
年
か
ら「
日
本
一
の
藤
の
里
づ
く
り
事
業
」
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。藤
の
里
の
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
や
イ
メ
ー

ジ
ソ
ン
グ
「
パ
ー
プ
ル
シ
ャ
ワ
ー
藤
枝
」
な
ど
を
通
じ
て
、「
藤
の
里
ふ
じ
え
だ
」
の
イ
メ
ー
ジ
を
市
内
外
に
発
信
し
て

い
ま
す
。
蓮
華
寺
池
公
園
の
「
藤
の
里
広
場
」
の
整
備
を
は
じ
め
、
街
角
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
や
橋
の
欄ら

ん

干か
ん

、
市
庁
舎
の

ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
な
ど
、
藤
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
美
し
い
景
観
づ
く
り
に
も
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

さ
ら
に
本
市
の
呼
び
掛
け
で
、
藤
と
関
係
の
深
い
全
国
13
自
治
体
を
集
め
た
「
藤
の
都
市
連
絡
協
議
会
」
を
設
立
し

ま
し
た
（
平
成
16
年
終
了
）。
現
在
で
も
「
藤と

う

育い
く

会か
い

」
な
ど
市
民
に
よ
る
藤
の
普
及
啓
発
が
積
極
的
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

▶ペンリス市との姉妹都市提携調印
式の後、訪問団の一部は市内の家
庭を訪れました（昭和59年）

▲市制施行25周年記念式典では、市民
憲章と市歌が発表されました

　（昭和54年）

▲町内会単位で総合防災訓練が始まりま
した（昭和54年）

▲藤美園の芝生の手入れをする皆さ
ん（昭和50年）



7 6Fujieda H26.11.5 広報ふじえだ

平成７年
１月　阪神・淡路大震災（17日）
４月　駿河台四丁目に移転・新築した市立

総合病院が開院
志太広域事務組合藤枝環境管理セン
ターを再整備

７月　福岡県福岡市とスポーツ・文化交流
都市提携

平成８年
８月　史跡田中城下屋敷が完成

全国茶品評会で、葉梨茶農協が農林
水産大臣賞、藤枝市が産地賞を受賞

平成９年
３月　藤枝市のホームページを開設
４月　生涯学習センターがオープン

藤の里ふじえだイメージソング
「パープルシャワー藤枝」が完成

平成10年
７月　名波浩選手（当時：ジュビロ磐田）

にスポーツ栄誉顕彰（第１号）を授
与（ＦＩＦＡワールドカップフラン
ス大会への日本初出場に貢献）

９月　藤枝東高校が全日本ユースサッカー
選手権大会で優勝

平成11年
８月　ＦＩＦＡワールドカップ日韓大会の

公認キャンプ地に藤枝市が立候補
平成12年
６月　松野輝洋市長就任

平成13年
４月　県中部を震源とするマグニチュード

5.3の地震が発生（市内で震度４を
記録）

10月　自主運行バスが運行開始
平成14年
２月　藤枝駅南土地区画整理事業が完了
３月　ソルトレークシティパラリンピック

のアイススレッジホッケー競技に福
島忍氏が出場
総合運動公園が完成
スポーツ・パル高根の郷がオープン

５月　ＦＩＦＡワールドカップ日韓大会出
場のセネガル代表チームが準備キャ
ンプを実施
県武道館が完成

６月　男女共同参画推進センター「ぱり
て」オープン

12月　ふじえだ市民活動支援センター
「ぴゅあ」オープン

平成15年
７月　瀬戸谷温泉ゆらくがオープン
９月　国民体育大会「ＮＥＷ!!わかふじ国

体」夏季大会のサッカー競技（成年
男子）を市内で開催

10月　同秋季大会の剣道競技・ライフル射
撃競技を市内で開催

平成16年【市制施行50周年】
８月　アテネオリンピックの女子ソフト

ボール競技に佐藤由希選手が出場
し、銅メダル獲得に貢献

９月　アテネパラリンピックの水泳競技
100ｍ平泳ぎに山内美津希選手が出
場し、５位入賞

平成17年
８月　JR藤枝駅南北自由通路（パープル

ロード）が開通
全国高等学校野球選手権大会に静清工
業高校が、市内の高校で初めて出場

11月　青池公園が県都市景観賞優秀賞に
平成18年
３月　トリノ冬季パラリンピックのアイス

スレッジホッケー競技に福島忍選手
が出場し、５位入賞に貢献

４月　JR藤枝駅北口に観光案内所・藤ナ
ビがオープン

８月　藤枝順心高校が第15回全日本高等学
校女子サッカー選手権大会で優勝

平成19年
１月　ユニバーサルデザインの新しいＪＲ

藤枝駅舎が完成
９月　文学館がオープン
平成20年
１月　第１回リバティ駅伝を開催
６月　北村正平市長就任
平成21年
１月　藤枝市と岡部町が合併。埼玉県深谷

市と友好都市提携
２月　BiVi藤枝がオープン。同３階に市

立駅南図書館が開館
６月　富士山静岡空港が開港
８月　干貫堤・瀬戸染飯伝承館が開館

駿河湾を震源とするマグニチュード
6.5の地震が発生（11日）
韓国・楊州市と友好都市提携

10月　国民文化祭茶文化探訪ｉｎ藤枝、ふ
じえだ文学フェスティバル、国民文
化祭和太鼓フェスティバルを開催

11月　国民文化祭東海道岡部宿・藤枝宿に
ぎわいフェスティバルを開催

平成22年
２月　東海道宇津ノ谷峠越が国指定史跡となる
３月　バンクーバー冬季パラリンピックの

アイススレッジホッケー競技に福島
忍選手が出場し、銀メダル獲得に貢献

６月　ＦＩＦＡワールドカップ南アフリカ
大会に長谷部誠選手が出場し、ベス
ト16進出に貢献

平成23年
３月　東日本大震災（11日）
10月　沖縄県宮古島市と友好都市提携

平成24年
１月　青木土地区画整理事業が完了

新東名高速道路が開通。藤枝岡部イ
ンターチェンジ供用開始

８月　ロンドンパラリンピックの陸上競技
４×100ｍリレーに佐藤圭太選手が
出場し、４位入賞に貢献

平成25年
３月　志太消防本部が誕生し、焼津市との

消防広域化が実現
４月　岡部図書館リニューアルオープン
10月　市民会館リニューアルオープン

平成26年【市制施行60周年】
３月　内野本陣史跡広場、玉露の里椿園が

オープン
４月　総合運動公園に野球場がオープン
11月　市制施行60周年記念式典を開催

▲韓国・楊
ヤン

州
ジュ

市と友好都市提携
　（平成21年）

▲駅南図書館オープン（平成21年）

◀新東名高速道路が開通
（平成24年）

▶合併記念式典
　岡部町と合併
　（平成21年１月）

▶市立総合病院が
開院（平成７年）

▲NEW!!わかふじ国体秋季大会では、
市内90の民泊協力会が民泊を行い
ました（平成15年）

▲セネガル代表チーム対柏レイソル戦では、市内の子どもたちが選
手をピッチへ案内しました（平成14年）

▲勝草橋渡り初め（平成15年）
勝草橋は、明治８年（1875年）に地
元の有志によって架けられて以来、
何度かその姿を変えながら瀬戸川の
両岸を結んできました。平成15年に
は、71年ぶりに架け替えが行われ、
新しい勝草橋が開通しました

世
界
の
サ
ッ
カ
ー
が
藤
枝
に

平
成
14
年
、
日
韓
共
催
で
行
わ
れ
た
サ
ッ
カ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
に
初
出
場
し
た
セ
ネ
ガ
ル
共
和

国
代
表
チ
ー
ム
が
、
総
合
運
動
公
園
サ
ッ
カ
ー
場
を
メ
ー
ン
会
場
に
準
備
キ
ャ
ン
プ
を
行
い
ま
し
た
。

キ
ャ
ン
プ
中
に
は
、
セ
ネ
ガ
ル
代
表
チ
ー
ム
対
Ｊ
リ
ー
グ
の
柏
レ
イ
ソ
ル
の
親
善
試
合
が
行
わ
れ
、

世
界
の
サ
ッ
カ
ー
を
一
目
見
よ
う
と
約
８
６
０
０
人
の
観
客
が
総
合
運
動
公
園
に
詰
め
掛
け
ま
し
た
。

岡
部
町
と
の
合
併
。
大
交
流
時
代
へ

平
成
21
年
１
月
、
東
海
道
の
宿
場
町
と
し
て
共
に
栄
え
、
発
展
を
遂
げ
て
き
た
岡
部
町
と
合

併
し
、
新
生
「
藤
枝
市
」
が
誕
生
。
人
口
は
14
万
５
０
９
３
人
、
世
帯
数
は
５
万
１
１
１
７
世

帯
と
な
り
、
名
実
と
も
に
志
太
榛
原
地
域
を
リ
ー
ド
す
る
中
核
都
市
に
な
り
ま
し
た
。

平
成
21
年
６
月
に
は
富
士
山
静
岡
空
港
が
開
港
。
平
成
24
年
４
月
に
は
新
東
名
高
速
道
路
が

開
通
す
る
な
ど
、
人
々
が
行
き
交
う
交
通
網
が
整
い
、
大
交
流
時
代
が
始
ま
り
、
人
口
も
順
調

に
増
加
。
住
み
た
い
・
訪
れ
た
い
“
選
ば
れ
る
ま
ち
”
と
し
て
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

市制施行60周年を迎えた現在の藤枝の発展
は、先人たちのたゆまぬ努力の結果であるこ
とを、今暮らしている私たちは忘れてはいけ
ないと思います。
先人への感謝の心を持ち、藤枝を選んで住
み始めた方、また元々藤枝に住んでいる皆さ
んに「これからもずっと住み続けたい」と思っ
てもらえるために、快適さと豊かさが実感で
きる住みよい社会をつくっていきます。

藤枝市長　北村正平

先人の努力に感謝を
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藤枝市表彰

地方自治功労社会福祉功労

館　正義さん（青木二）相馬　進さん（時ケ谷）
　多年にわたり、市議会議員を務められ、
議長などの要職も歴任されました。この間、
議会運営の円滑な推進に努められるととも
に、地方自治の発展と市民生活の向上に大
きく貢献されました。

　多年にわたり、民生委員・児童委員を務めら 
れ、藤枝市民生委員・児童委員協議会会長など 
の要職も歴任されました。この間、行政や関係 
機関との連携強化に努めるとともに、地域福祉 
の向上と民生の安定に大きく貢献されました。

産業振興功労

前島東
と う

平
へ い

さん（岡部町宮島）
　多年にわたり、茶業に精励し、玉露づくりの 
名人として卓越した技能を確立されました。
「心の渇きを潤す」玉露の味わい・楽しみを 
追求するとともに、茶の魅力を全国に発信し、
地域農業の振興に大きく貢献されています。

芸術文化振興功労保健衛生功労・社会福祉功労

塚本元
も と

二
じ

さん（本町四）阿井　彰さん（宮原）
　多年にわたり、藤枝市文化財保護審議会
委員を務められました。市指定文化財有形
文化財である「田中城本丸櫓」などの古建
築の学術的な文化財調査に取り組み、市の
文化財の保存に大きく貢献されました。

　多年にわたり、医療法人社団聖稜会専務
理事や社会福祉法人三愛会理事長を務めら
れ、地域の活性化はもとより、本市の保健
医療および社会福祉の充実に大きく貢献さ
れています。

地方自治功労社会福祉功労

産業振興功労保健衛生功労

池谷　潔さん（北方）本橋　博さん（高柳二）

尾村　甫
はじめ

さん（岡部町宮島）井上二郎さん（岡出山一）

　多年にわたり、市議会議員を務められ、
文教建設委員会委員長などの要職も歴任さ
れました。この間、議会運営の円滑な推進
に努められるとともに、地方自治の発展と
市民生活の向上に大きく貢献されました。

　多年にわたり、藤枝市重症心身障害児
（者）を守る会会長を務められ、全国重症
心身障害児（者）を守る会静岡県支部会長
などの要職も歴任されました。「最も弱い
者を一人ももれなく守る」を信条に、障害
福祉の向上に大きく貢献されました。

　多年にわたり、茶業に精励し手揉みの匠とし 
て卓越した技能を確立されました。製茶技術 
の原点である手揉みの保存と伝承に勤

いそ

しまれ 
るとともに、茶の魅力の幅広い普及に努められ、 
地域農業の振興に大きく貢献されています。

　多年にわたり、小児科医として地域医療
を支え、志太医師会理事などの要職も歴任 
されました。この間、学校医として児童・生 
徒の健康管理に尽力されるとともに、市民
の保健衛生の向上に大きく貢献されました。

栄えある受賞

11月３日に平成26年度の市表彰式を市民会館で
行いました。市制60周年記念特別表彰と合わせ
て、さまざまな分野で本市の発展に貢献された９
人と３団体を表彰しました。

市制60周年記念特別表彰
社会福祉功労社会福祉功労・青少年健全育成功労芸術文化振興功労・産業振興功労

朝比奈龍勢保存会 藤枝地区更生保護女性会 藤枝市立総合病院 ボランティア・サークル
　多年にわたり、県指定無形民俗文化
財である朝比奈大龍勢の技術の継承・
後継者の育成に力を注ぎ、伝統文化の
保存に尽力されてい
ます。二年に一度打
ち上げられる龍勢は、
市内外から訪れる多
くの人を魅了し、観
光による地域の活性
化に大きく貢献され
ています。

　多年にわたり、地域社会の犯罪・非
行の未然防止のための啓発活動を行い、
青少年の健全育成に尽力されています。
また、罪を犯した人の改善更生や子育
て支援にも力を注ぎ、明るい社会づく
りに大きく貢献されています。

　多年にわたり、車椅子の移送や病院
内の案内など、市立総合病院でのボラ
ンティア活動に勤しまれています。ま
た、移動図書や院内コンサートなどを
通じ、来院者に安らぎを与え、病院環
境の向上に大きく貢献されています。

未来のふじえだ
こんなふうになるといいな。
あんなこともしたいね。
̶ 小学生絵画作品 ̶

小学校４〜６年生を対象に、夏休みに募集した
「ぼく・わたしのえがく未来のふじえだ」絵画
コンクールには、161点の応募がありました。
子どもたちが夢をふくらませて描いた“未来
のふじえだ”です。（敬称略）

問広報課　☎643･3108

（順不同）

藤枝小学校５年生
小山 晴己

藤枝小学校４年生
八木 連二郎

藤枝中央小学校４年生
豊島 幸絵

高洲南小学校４年生
　杉本 優太

高洲小学校４年生
　藪崎 友

ゆ

唯
い

青島小学校５年生
　鈴木 駿太郎

藤岡小学校５年生
　三浦 温

はる

大
と

青島北小学校４年生
　本杉 一喜

青島小学校４年生
　寺岡 大

たい

貴
き

広幡小学校５年生
皆川 優佳

広幡小学校４年生
諏訪 裕香

青島東小学校６年生
長瀬 璃子

青島北小学校６年生
水野 晴

はる

翔
と

大洲小学校５年生
望月 輝

あき

良
ら

青島北小学校４年生
岡田 和

かず

大
ひろ

岡部小学校５年生
　長谷川 陽

よう

大
だい

葉梨小学校６年生
　濱邊 響子

青島小学校４年生
　土井 もとみ

葉梨小学校５年生
　鈴木 麗菜

藤枝中央小学校５年生
宇
う

城
しろ

　みゆき
百年後の藤枝は、今よりも花や緑
がたくさんあって、街では高速電
車やヘリコプターの乗りおりがで
きます。そして、サッカーが有名

なのでサッカードー
ムもあったりする藤
枝になってほしいと
思い、えがきました。

最優秀賞

優 秀 賞
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▲ ▲ ▲
 ますます魅力がアップする駅周辺 問中心市街地活性化推進室　☎641･3366

▲ ▲ ▲
 市民協働のまちづくり 問市民活動団体支援室　☎643･3274

みらいに向け、３つの顔づくり～ふじえだ“新”都心プロジェクト～

　昨年度決定したJR藤枝駅周辺（中心市街地）の３つの地
区（駅南、駅前、青木）のロゴマーク。街なかで見掛ける機
会もあると思います。それぞれの地区の「魅力・特徴」を幅
広くPRし、市内外の住民や企業などの皆さんから「住んで
みたい」「行ってみたい」「出店したい」と選ばれる“まち”を
目指します。

第２回市民協働フォーラム～協働から支え合いを～

　人と人がつながることで共に創る「輝くまちふじえだ」に
ついて、一緒に考えてみませんか。
とき／12月20日㈯午前９時30分～午後２時
ところ／生涯学習センター
内容／映画上映、市民活動の集い（ランチ
トーク）、市民政策提案優秀表彰、市民団体活動表彰、市
民活動を紹介する展示・ブース、農業体験プログラム・子
育て支援プログラムの紹介、物販など
映画上映の定員／350人（先着順）
参加料／無料（映画上映会は整理券が必要。市民活動の集い
は軽食と飲み物代として500円）

※整理券は、11月10日㈪から市民活動団体支援室、岡部支所、
市民活動支援センター（文化センター内）で配布します。
※詳しくは、市ホームページをご覧ください。

ルミスタ★ふじえだ～ファンタジックイルミネーション～

　藤枝の冬の風物詩「ルミスタ★ふじえだ」が
いよいよスタート。県内街なか最大級の華やか
なイルミネーションが藤枝駅周辺を彩ります。
点灯期間／11月22日㈯～平成27年２月14日㈯ 
日曜～木曜日…午後５時～９時、金・土曜日…
午後５時～10時（12月24日・25日・30日～平成27年１月
２日は午後５時～11時）

ところ／藤枝駅北口広場・南口広場、駅南通り
点灯式
とき／11月22日㈯午後５時～６時30分
ところ／藤枝駅南口広場　内容／点灯カウントダウン、大
沼啓

ひろ

延
のぶ

さん（テレビキャスター）、ねづっち（お笑い芸人）
のトークショーなど　※直接会場へ

氷を使わないファンタジック・スケートリンク

　11月22日の「いい夫婦の日」にちなみ、「いい夫婦になる」
をテーマに夫婦やカップル、未来を夢見る子どもたちなど、
大人から子どもまで楽しめるスケートリンクが登場します。
とき／11月22日㈯～24日㉁　正午～午後８時
ところ／ BiVi藤枝　入場料／30分800円（貸靴代込み。高校
生以下500円）　※直接会場へ

「ともに拓
ひら

こう“元気ふじえだ”の扉！2014」優秀提案決定

　安全安心なまちづくりと、まちの魅力づくりをさらに進め
るため、「定住人口の拡大」「子育てしやすいまちづくり」な
どをテーマに、市民の皆さんのアイデアや知恵を生かした提
案を募集。45件の応募が寄せられ、審査の結果、優秀提案が
決定しました。
　優秀提案は、市の施策・事業への反映を検討していきます。

※受賞した提案は、市民協働フォーラムで表彰されます。

地区名 ロゴマーク 目指すまちの姿

駅南
訪れたいまち 藤枝駅南
志太榛原地域の中で、遊び、活動、
交流の中心となる「訪れたいまち」

駅前
住みたいまち 藤枝駅前
生活しやすい便利な街なかライフを
実現する「住みたいまち」

青木
巡りたいまち 藤枝青木
明るくお洒落な街なみと、魅力的な
個店やスポットが生まれる「巡りた
いまち」

提案内容 提案者

最優秀賞
サッカーボールのデザ
イン入りごみ袋で「サッ
カーのまち」をアピール

宇田浩之さん
（高岡３）

優秀賞 文学館の休憩室の利用促進 西谷文紀さん
（時ヶ谷）

優良賞

こども～高齢者110番の家 原田　勝さん
（下当間）

自宅や商店街での起業支援
リアン アディウィジャヤさん
岩本明

あき

大
ひろ

さん
（静岡産業大学）

高齢者と子どもの
合同交通安全教室の開催

萩原佑樹さん
田辺健人さん
（静岡産業大学）

上映映画「家路」
　東日本大震災によって故郷を失い、バ
ラバラになった家族の再生の物語です。
出演／松山ケンイチ、田中裕子、内野聖
陽、安藤サクラほか

10
月
21
日
、
川
勝
平
太
県
知
事

が
地
域
住
民
と
対
話
す
る
知
事
広

聴
「
平
太
さ
ん
と
語
ろ
う
」
が
高

洲
公
民
館
で
行
わ
れ
、
１
２
８
人

が
傍
聴
に
訪
れ
ま
し
た
。

藤
枝
・
焼
津
両
市
で
活
動
す
る

６
人
が
パ
ネ
リ
ス
ト
に
選
ば
れ
、

地
域
の
課
題
な
ど
を
発
表
。
パ
ネ

リ
ス
ト
か
ら
は
「
若
い
世
代
の
お

茶
離
れ
は
深
刻
な
状
況
。
静
岡
発

で
全
国
に
お
茶
を
ア
ピ
ー
ル
し
て

ほ
し
い
」「
静
岡
県
全
体
で
Ｕ
タ
ー

ン
率
が
低
下
し
て
い
る
。
若
者
が

活
躍
で
き
る
よ
う
、
地
域
に
人
材

を
引
き
つ
け
る
仕
組
み
が
必
要
」

な
ど
の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

川
勝
知
事
は
、
現
状
の
改
善
を

訴
え
る
声
に
耳
を
傾
け
、
そ
れ
ぞ

れ
の
活
動
に
感
想
を
述
べ
ま
し
た
。

地域の未来について意見交換～知事広聴開催～ 問連携交流課　☎643･3229

平成26年度　市技能功労者顕彰

藤の里ニュースネットワークは、市政の動き
を分かりやすくお知らせするコーナーです。

ネットワークニュース

Nov.

藤の里

Fujieda City News

９
月
30
日
、
市
統
計
図
表
コ
ン

ク
ー
ル
の
表
彰
式
を
市
役
所
で
行

い
ま
し
た
。
席
上
、
41
点
の
応
募

作
品
か
ら
選
ば
れ
た
市
長
賞
な
ど

９
点
を
表
彰
し
ま
し
た
。（

敬
称
略
）

市
長
賞

入に
ゅ
う

屋や

琴こ
と

羽は

（
高
洲
南
小
３
年
）

島
出
竜
也（
藤
枝
中
央
小
５
年
）

梅
本
明
日
菜
（
葉
梨
中
３
年
）

教
育
長
賞

森
下
佑
樹
（
藤
枝
小
１
年
）

太
田
光み

優ゆ

（
藤
枝
中
央
小
６
年
）

松
本　

萌も
え

（
葉
梨
中
３
年
）

登
録
統
計
調
査
員
協
力
会
長
賞

大
畑
翔
平
（
青
島
東
小
３
年
）

鈴
木
麗
菜
（
葉
梨
小
５
年
）

仁
藤
香
耶
（
葉
梨
中
３
年
）

小・中学生から41点の応募〜市統計図表コンクール表彰式〜 問総務課　☎643･3818

10月25日、本年度の市技能功労者顕彰表彰式を県武道
館で行いました。長年、同一の職業に従事し、技能水準
の向上や後進の育成などに功績のあった10人に、栄えあ
る顕彰盾を授与しました。

前列左から、松本秀子さん（末広二・婦人子供服製
造職）、岩堀昌一郎さん（高洲・畳職）、寺田今

と き

雄
お

さん（高
洲・時計修理工）、増田 げ子さん（岡部町岡部・美容師）、 
浮島仁

じ ん

四
し

さん（大新島・塗装職）
後列左から、鈴木立

た つ

志
し

さん（岡部町内谷・建具職）、 
森田広行さん（大洲四・理容師）、藤田明

あ き

治
は る

さん（時ケ 
谷・塗装看板工）、仲田裕

ひ ろ

子
こ

さん（前島一・塗装看板工）、 
【右上枠】藁科　治さん（五十海二・レンガタイル工）

入
賞
作
品
は
、
市
の
ご
み
収
集
車
に
描
か
れ
、
一
年

間
市
内
を
走
り
ま
す
。
応
募
作
品
は
平
成
27
年
１
月
21

日
㈬
～
27
日
㈫
に
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
に
展
示
し
ま
す
。

※
小
学
校
４
年
生
を
対
象
に
実
施
。　　
　
　
（
敬
称
略
）

“もったいない”ポスターコンクール受賞者
問環境政策課　☎643･3183

優秀賞
長谷川緒

つ ぐ

実
み

（藤枝中央小）　　佐藤祐
ゆ う

紀
き

（藤枝小）
岸　愛華（青島東小）　　　　河合真由子（青島小）
小林愛

め ぐ

実
み

（青島東小）　　　　西田菜々花（青島北小）

市
長
賞

教
育
長
賞

八木将
ま さ

仁
ひ と

（葉梨西北小）

石橋煌
こ う

河
が

（岡部小）

市
議
会
議
長
賞

山梨悦
え つ

希
き

（岡部小）

推
進
委
員
長
賞

林　陸
り く

翔
と

（青島北小）
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お
知
ら
せ

11
月
21
日
㈮
〜
12
月
18
日
㈭
の
28
日

間
の
会
期
で
開
か
れ
る
予
定
で
す
。

定
例
会
日
程

11
月
21
日
㈮
…
議
案
上
程
☆

12
月
３
日
㈬
…
一
般
質
問
☆

　
　

４
日
㈭
…
一
般
質
問
☆

　
　

５
日
㈮
…
一
般
質
問
・
議
案
質

疑
☆

　
　

８
日
㈪
…
現
地
審
査

　
　

９
日
㈫
…
常
任
委
員
会

　
　

10
日
㈬
…
常
任
委
員
会

　
　

18
日
㈭
…
採
決
☆

※
い
ず
れ
も
傍
聴
で
き
ま
す
。

※
☆
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
ご
覧
い

た
だ
け
ま
す
。

問
議
会
事
務
局

 

☎
６
４
３
・
３
５
５
２

戸
籍
の
届
け
出
は
、
内
容
に
不
備
が

あ
る
と
受
け
付
け
で
き
ま
せ
ん
。

11
月
22
日
（
い
い
夫
婦
の
日
）
や
年

末
年
始
な
ど
に
、
婚
姻
届
や
養
子
縁

組
届
な
ど
届
け
出
の
日
が
重
要
な
届

け
出
を
予
定
し
て
い
る
人
は
、
必
要

書
類
を
整
え
て
早
め
に
事
前
確
認
を

受
け
て
く
だ
さ
い
。

▼
と
き
／
平
日
（
月
曜
〜
金
曜
日
）

午
前
９
時
〜
午
後
５
時　

▼
と
こ

ろ
／
市
民
課

※
詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
市
民
課 

☎
６
４
３
・
３
１
２
３

11
月
25
日
㈫
〜
12
月
１
日
㈪
は
「
犯

罪
被
害
者
週
間
」
で
す
。
警
察
で
は
、

被
害
者
や
家
族
の
負
担
を
少
し
で
も

和
ら
げ
る
た
め
、
次
の
支
援
を
行
っ

て
い
ま
す
。ぜ
ひ
、ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
内
容
／
被
害
者
の
手
引
き
交
付
、

被
害
者
へ
の
情
報
提
供
、
被
害
者
カ

ウ
ン
セ
リ
ン
グ
、
犯
罪
被
害
給
付
制

度
、
再
被
害
防
止

問
藤
枝
警
察
署

 

☎
６
４
１
・
０
１
１
０

11
月
21
日
㈮
の
業
務
終
了
後
か
ら
、

焼
津
出
張
所
を
藤
枝
出
張
所
に
統
合

し
ま
す
。
ま
た
、
同
出
張
所
に
は
平

成
27
年
１
月
13
日
㈫
に
島
田
出
張
所

も
統
合
し
、
藤
枝
支
局
と
な
り
ま
す
。 

支
局
で
は
、
供
託
・
人
権
相
談
な
ど
の 

手
続
き
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

▼
所
在
地
／
市
内
青
木
１‒

４‒

１　

市
外
に
住
所
を

異
動
し
た
人
で
、

平
成
27
年
１
月

11
日
㈰
に
市
内

で
開
催
す
る
成
人
式
に
出
席
を
希
望

す
る
人
は
、
11
月
28
日
㈮
ま
で
に
、

生
涯
学
習
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
生
涯
学
習
課

 

☎
６
４
３
・
３
０
４
７

11
月
12
日
㈬
〜
25
日
㈫
は
、「
女
性
に 

対
す
る
暴
力
を
な
く
す
運
動
週
間
」

で
す
。
１
人
で
悩
ま
ず
、
次
の
窓
口

に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

男
女
共
同
参
画
課

▼
面
接
相
談
／
木
曜
日
午
後
１
時
30

分
〜
４
時
15
分
（
要
予
約
）

 

☎
６
４
３
・
３
１
９
８

子
ど
も
家
庭
相
談
セ
ン
タ
ー

▼
電
話
・
面
接
相
談
／
月
曜
〜
金
曜

日　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

 

☎
６
４
３
・
７
２
２
７

県
中
部
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

▼
電
話
・
面
接
相
談
／
月
曜
〜
金
曜

日　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

 

☎
６
４
４
・
９
２
１
７

県
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー（
あ
ざ
れ
あ
）

▼
電
話
相
談
／
月
・
火
・
木
・
金
曜

日　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時
、
水
曜 

日
午
後
２
時
〜
８
時
、
第
２
土
曜
日 

午
後
１
時
〜
６
時　

▼
面
接
相
談
／ 

月
・
木
曜
日　

午
前
10
時
〜
午
後
３

▼
定
員
／
各
60
人（
申
込
順
）　

▼
申

し
込
み
／
11
月
28
日
㈮
ま
で
に
、
予

防
課
（
稲
川
）
ま
た
は
消
防
指
導
課

（
焼
津
市
）
に
備
え
付
け
の
申
込
書

に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
直
接
、
予

防
課
ま
た
は
消
防
指
導
課
へ

問
志
太
消
防
本
部
予
防
課

 

☎
６
４
１
・
９
２
０
５

時
、
水
曜
日
午
後
２
時
〜
７
時
（
要

予
約
） 

☎
２
７
２
・
７
８
７
９

藤
枝
警
察
署
（
生
活
安
全
課
）

 

☎
６
４
１
・
０
１
１
０
（
24
時
間
）

▼
電
話
番
号
／
６
４
１
・
１
１
５
８

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
静
岡
地
方
法
務
局
総
務
課

 

☎
２
５
４
・
３
５
５
５

11
月
市
議
会
日
程

戸
籍
届
け
出
の
事
前
確
認

犯
罪
被
害
者
へ
の
支
援

法
務
局
出
張
所
の
統
合

甲
種
防
火
・
防
災
管
理
新
規
講
習

転
出
者
の
市
内
成
人
式
へ
の
出
席

瀬
戸
谷
温
泉
ゆ
ら
く
臨
時
休
館

女
性
に
対
す
る
暴
力
を

な
く
す
運
動
週
間

12
月
２
日
㈫
か
ら
４
日
㈭
ま
で
、
源

泉
ポ
ン
プ
交
換
工
事
の
た
め
、
休
館

し
ま
す
。
工
事
の
状
況
に
よ
り
、
休

館
を
延
長
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

問
瀬
戸
谷
温
泉
ゆ
ら
く

 

☎
６
３
９
・
１
１
２
６

11
月
は
計
量
強
調
月
間

人
間
ド
ッ
ク
・
脳
ド
ッ
ク
の

補
助
申
請

ガ
ス
・
水
道
・
電
気
の
使
用
量
、
商

店
で
の
肉
や
魚
の
計
量
、
ガ
ソ
リ
ン

の
料
金
計
算
な
ど
に
使
わ
れ
て
い
る

計
量
器
。
計
量
器
が
正
確
に
作
動
し
、

正
し
く
使
わ
れ
る
よ
う
「
計
量
法
」

で
は
適
正
な
計
量
の
た
め
の
基
準
を

定
め
て
い
ま
す
。
正
し
い
計
量
に
対

す
る
意
識
と
理
解
を
深
め
ま
し
ょ
う
。

問
商
業
観
光
課☎

６
４
３
・
３
０
７
８

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入
し
、

平
成
27
年
３
月
ま
で
に
人
間
ド
ッ
ク

や
脳
ド
ッ
ク
を
受
診
す
る
人
ま
た
は

受
診
し
た
人
は
、
12
月
末
ま
で
に
補

助
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。
市
立
総

合
病
院
・
平
成
記
念
病
院
・
ヘ
ル
ス

ポ
ー
ト
で
受
診
す
る
人
は
、
12
月
末

ま
で
に
予
約
を
し
て
く
だ
さ
い
。
申

請
や
予
約
が
１
月
以
降
に
な
る
と
、

補
助
を
受
け
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り

ま
す
。

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
国
保
年
金
課

 

☎
６
４
３
・
３
３
０
７

甲
種
防
火
管
理
新
規
講
習

▼
対
象
／
甲
種
防
火
管
理
者
の
必

要
な
事
業
所
に
勤
務
し
て
い
る
人
　

▼
と
き
／
12
月
９
日
㈫
・
10
日
㈬　

 

午
前
９
時
〜
午
後
４
時
30
分　

▼
受 

講
料
／
３
６
５
０
円

防
災
管
理
新
規
講
習

▼
対
象
／
防
災
管
理
新
規
講
習
が

必
要
な
事
業
所
に
勤
務
し
て
い
る

人　

▼
と
き
／
12
月
11
日
㈭
午

前
９
時
30
分
〜
午
後
３
時
30
分　

▼
受
講
料
／
２
１
０
０
円

▼
と
こ
ろ
／
藤
枝
消
防
署
（
稲
川
）　 

自主運行バスで行く!!ぶらり途中下車  岡部グルメツアー参加者募集
問都市政策課　☎643･3373

税に関する作品  入賞者発表
問納税課　☎643･3332

　「ぶらり路線バス」の旅の気分で岡部地区のおいしい物をい
ただく、“岡部グルメツアー”の参加者を募集します。
　全国的にも有名な朝比奈玉露や、地元食材を使った民宿での
和食フルコースをご賞味ください。路線バスに乗って、岡部地
区の新たな魅力発見に出掛けませんか。

とき／12月６日㈯午前９時25分～午後２時30分
集合場所／岡部総合案内所（「藤枝市岡部支所前」バス停そば）
定員／20人（申込順）
バス代・食事代／５千円（実費）
申し込み／11月28日㈮までに、 
電話で都市政策課へ

※集合場所へは、できる限り
路線バスをご利用ください。

※行程など詳しくは、市ホー
ムページをご覧ください。

作文の部（敬称略）
静岡県教育委員会教育長賞
 紅林春希（大洲中２年）
静岡県納税貯蓄組合連合会
優秀賞 永田　凛（岡部中３年）
藤枝税務署長賞
 植山真衣（葉梨中３年）
	 砂川こゆき（大洲中２年）
東海税理士会藤枝支部長賞
	 諸星亜佳里（大洲中２年）
藤枝税務署管内納税貯蓄組合連合会
会長賞 富永まどか（西益津中３年）
 八

や

重
え

樫
がし

芽衣（大洲中２年）
 佐野綾香（高洲中３年）

ポスターの部（敬称略）
静岡県納税貯蓄組合連合会
会長賞 重富涼

すず

凪
な

（青島北小６年）
静岡県藤枝財務事務所長賞
 村松拓哉（高洲小６年）
静岡県納税貯蓄組合連合会
銅賞 増田萌

もえ

子
こ

（高洲小６年）
佳作 広瀬　恋

こう

（青島北小６年）
 福田篤

あつ

盛
もり

（青島北小６年）
 大須賀彩

さや

夏
か

（葉梨小６年）
 大畑勇

ゆう

貴
き

（青島東小６年）

入賞作品は、11月11日㈫から17日㈪
まで市役所ロビーに、11月18日㈫か
ら28日㈮午後２時まで生涯学習セ
ンターに展示します。

習字の部（敬称略）
静岡県納税貯蓄組合連合会
会長賞 浦山桜

さ

弥
や

（朝比奈第一小６年）
静岡県藤枝財務事務所長賞
 尾崎ひかる（青島小６年）
静岡県納税貯蓄組合連合会
金賞 遠藤　暦

こよみ

（青島小６年）
銀賞 安藤花

か

帆
ほ

（青島北小６年）
銅賞 平

ひら

得
え

沙
さ

姫
き

（青島北小６年）
佳作 小澤徳

のり

文
ふみ

（大洲小６年） 
 向井萌

もえ

夏
か

（大洲小６年）
藤枝税務署管内納税貯蓄組合連合会
会長賞 大石那奈（青島小６年） 
 蒔田　悠（青島東小６年） 
 竹澤由衣（大洲小６年） 

【グルメポイント】
玉露の里で全国に誇る
玉露を堪能
　日本庭園のある茶室「瓢

ひょう

月
げつ

亭」にて、朝比奈玉露をいた
だきます。（茶菓子付き）

民宿での地元食材づくし
　山の名店「玉本屋」にて、地元食材を使った
和食フルコースをいただきます。

お土産は銘酒を使った名物酒まん
　地酒「初亀」を使った酒まんじゅうをお土産
として差し上げます。

募

集

志
太
榛
原
地
域
の
経
済
を
盛
り
上
げ
、

ま
ち
を
元
気
に
す
る
起
業
家
を
輩
出

す
る
た
め
の
セ
ミ
ナ
ー
で
す
。

▼
対
象
／
起
業
を
考
え
て
い
る
人
、

起
業
し
て
間
も
な
い
人
な
ど　

▼
と

き
／
12
月
５
日
㈮
午
後
７
時
〜
８

時
30
分　

▼
と
こ
ろ
／
文
化
セ
ン

タ
ー　

▼
講
師
／
玉
木
潤
一
郎
さ
ん 

（（
一
社
）起
業
家
育
成
協
会
理
事
長
）、 

渡
村
マ
イ
さ
ん
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ｓ
Ａ

Ｃ
Ｌ
Ａ
Ｂ
Ｏ
代
表
）　

▼
定
員
／
60

人
（
申
込
順
）　

▼
参
加
料
／
無
料　

▼
申
し
込
み
／
12
月
３
日
㈬
ま
で
に
、

電
話
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
で
商
業
観
光

課
へ 

☎
６
４
３
・
３
０
７
８

sho-kan@city.fujieda.shizuoka.jp

あ
な
た
の
起
業
を
応
援
“
シ
ダ
ビ
ズ
”
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市制施行60周年記念　滝ノ谷不動峡もみじまつり
問市観光案内所　☎647･1144　　市観光協会　☎645･2500

サンライフ藤枝「カルチャースクール」12月～３月期受講生募集
問サンライフ藤枝　☎644･3012

知
っ
て
得
す
る
相
続
の
基
礎
教
室

▼
対
象
／
市
内
に
住
ん
で
い
る
か
、

通
勤
・
通
学
し
て
い
る
人　

▼
と
き
・

内
容
／
12
月
７
日
㈰
…
相
続
税
改
正

と
生
命
保
険
に
つ
い
て
、
平
成
27
年

１
月
25
日
㈰
…
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー

ト
お
よ
び
遺
言
書
に
つ
い
て
、
２
月

22
日
㈰
…
相
続
・
登
記
簿
・
葬
儀
に

つ
い
て　

い
ず
れ
も
午
後
１
時
30 

分
〜
３
時
30
分　

▼
と
こ
ろ
／
藤
枝

とき／11月30日㈰午前９時～午後３時（小雨決行）
（開会式：午前10時から）
内容／不動峡銘茶・地元の農産物の販売、つきたて餅・
甘酒の無料サービス、餅まき、太鼓演奏など

交通
　当日は午前９時から午後４時20分まで、不動峡入口
から会場までの道路で、片側交互通行（状況により通行
規制）を行います。会場周辺は駐車場が大変少ないので、
無料シャトルバス・路線バスをご利用ください。
【無料シャトルバス】
〈JR藤枝駅南口発・滝ノ谷不動峡行き〉
午前９時～午後０時30分の毎時00分・15分・30分
〈滝ノ谷不動峡発・JR藤枝駅行き〉
午後０時45分～４時15分の毎時00分・15分・45分
【有料・路線バス】※高校生以下・障害者の運賃は半額
〈JR藤枝駅北口発・滝ノ谷不動峡行き〉（運賃／400円）
午前８時32分・10時12分・11時42分・午後１時12分

〈ゆらく発・滝ノ谷不動峡行き〉（運賃／200円）
午前10時51分
〈中山バス停発・JR藤枝駅行き〉（運賃／400円）
午後０時27分・１時57分・３時42分・５時42分
〈滝ノ谷バス停発・ゆらく行き〉（運賃／200円）
午前11時47分・午後３時26分

サンライフ藤枝へ　 644･7931　 info@sunlife-fujieda.com
【注意事項】
•申し込み後の受講料の返還や受講生の変更はできません。
•子ども連れでの受講はできません。

対象／市内に住んでいるか、通勤している人
申し込み／11月18日㈫（必着）までに、往復ハガキまたはファ
クス・Ｅメールに教室名・住所・氏名（フリガナ）・年齢・
性別・電話番号を記入し、〒426‒0033市内小石川町4‒1‒11

身体を動かそう！フィットネス系講座
教室名 曜日 回 時間 定員 受講料

初めてエクササイズ 火 11 10：00～11：30 20 6,500円
リラクゼーション＆ストレッチヨガ（１） 火 11 10：30～11：40 20 7,000円
リラクゼーション＆ストレッチヨガ（２） 火 11 13：15～14：25 20 7,000円
やさしい気功教室 火 11 13：00～14：30 20 6,500円
気がるに太極拳 火 11 19：00～20：30 20 6,500円
交流を楽しむ卓球教室（ラージボール） 水 12 9：00～10：30 25 7,500円
ハワイアン・フラダンス教室 水 10 10：00～11：30 20 8,000円
シニア体操（60才以上） 水 8 11：00～12：00 30 5,500円
初心者のバドミントン教室 木 12 19：00～20：30 20 7,500円
骨盤修正＆ダイエットヨガ（１）木 12 18：15～19：25 40 7,500円
骨盤修正＆ダイエットヨガ（２）木 12 19：35～20：45 40 7,500円
骨盤修正＆ダイエットヨガ（３）金 12 19：15～20：25 40 7,500円
ボディメイキング 金 12 10：00～11：30 40 7,000円
マタニティーヨガ 金 8 10：30～11：30 15 10,500円
ZUMBA（ズンバ） 金 12 15：15～16：15 20 7,000円

楽しく学ぼう！文化系講座
教室名 曜日 回 時間 定員 受講料

はじめての英会話教室（初級）火 10 9：15～10：15 20 6,500円
楽しい英会話教室（初上級） 火 10 10：45～11：45 20 6,500円
はじめてのパソコン（パソコン持参） 火 10 9：30～11：30 10 11,000円
パソコン自主学習（パソコン持参）火 8 13：30～15：30 8 13,000円
パソコン初級（パソコン持込可）火 10 13：30～15：30 10 13,000円
楽しく学ぶ韓国語（初級） 水 12 19：00～20：30 20 10,500円
実用ペン習字（初級） 木 8 9：30～11：30 20 5,500円
楽しい着付教室 木 8 9：30～11：30 20 5,500円
マッサージセラピー 木 4 10：00～11：30 20 4,500円
楽しい中国語 木 10 13：30～15：00 20 8,500円
基礎から学ぶペン習字（入門）金 8 9：30～11：30 20 5,500円
楽しい囲碁・初段を目指して 金 10 13：30～15：30 20 5,500円
プリザーブドフラワー 金 4 9：30～11：30 15 5,000円
季節を楽しむ茶道教室（裏千家）金 10 13：30～16：30 15 7,500円
バルーンアート 土 4 9：30～11：45 20 4,500円

歯
科
講
演
会

管
理
栄
養
士
（
臨
時
職
員
）

エ
コ
ク
ッ
キ
ン
グ
教
室

絵
手
紙
教
室

白
ふ
じ
の
里
体
験
教
室

▼
と
き
／
12
月
４
日
㈭
午
後
２
時
〜 

３
時　

▼
と
こ
ろ
／
市
民
会
館
会
議 

室　

▼
講
師
／
柴
原
孝
彦
さ
ん
（
東 

京
歯
科
大
学
口
腔
外
科
教
授
）　

▼
演 

題
／
お
口
か
ら
ヘ
ル
ス
・
エ
イ
ジ
ン
グ 

〜
本
当
は
怖
い
！
口
の
中
〜　

▼
定

員
／
１
０
０
人
（
申
込
順
）　

▼
参

加
料
／
無
料　

▼
申
し
込
み
／
11
月

28
日
㈮
ま
で
に
、
電
話
ま
た
は
フ
ァ

ク
ス
で
藤
枝
歯
科
医
師
会
へ

 

☎
６
４
６
・
２
２
７
０

 

６
４
６
・
２
２
７
１

食
べ
物
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
大
切
に
す

る
こ
と
を
学
ぶ
料
理
教
室
で
す
。

▼
対
象
／
小
学
生
以
上
（
小
学
生

絵
手
紙
の
基
本
を
学
び
、
年
賀
状
を

作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
対
象
／
市
内
に
住
ん
で
い
る
18
歳

以
上
の
人　

▼
と
き
／
12
月
６
日
㈯

午
前
９
時
45
分
〜
正
午　

▼
と
こ

ろ
／
駅
南
図
書
館　

▼
定
員
／
25
人

（
申
込
順
）　

▼
参
加
料
／
２
０
０
円　

▼
申
し
込
み
／
11
月
18
日
㈫
か
ら
、

電
話
で
駅
南
図
書
館
へ

 

☎
６
３
６
・
４
８
０
０

公
民
館　

▼
定
員
／
各
30
人（
抽
選
）　

▼
参
加
料
／
各
４
０
０
円　

▼
申
し

込
み
／
11
月
26
日
㈬
ま
で
に
、
直
接

ま
た
は
電
話
で
藤
枝
公
民
館
へ

 

☎
６
４
６
・
３
２
１
１

※
受
講
者
は
、平
成
27
年
３
月
８
日
㈰ 

の
無
料
相
談
会
に
参
加
で
き
ま
す
。

フ
ラ
メ
ン
コ
教
室

▼
と
き
／
11
月
22
日
㈯
午
後
１

時
〜
２
時　

▼
定
員
／
10
人
（
申

込
順
）　

▼
参
加
料
／
１
２
０
０
円

バ
ラ
ン
ス
ボ
ー
ル
体
操
教
室

▼
と
き
／
11
月
22
日
㈯
午
後
２
時

30
分
〜
３
時
30
分　

▼
定
員
／
10

人
（
申
込
順
）　

▼
参
加
料
／
１

２
０
０
円

和
菓
子
作
り
教
室
（
ゆ
ず
餅
）

▼
と
き
／
11
月
23
日
㈷
午
前
10

時
〜
正
午　

▼
定
員
／
14
人
（
申

込
順
）　

▼
参
加
料
／
１
８
０
０
円

ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
教
室
　

▼
対
象
／
生
後
２
カ
月
〜
１
歳
の

子
と
そ
の
親
　
▼
と
き
／
11
月
28

日
㈮
午
前
10
時
30
分
〜
11
時
45
分　

▼
定
員
／
10
組（
申
込
順
）　

▼
参

加
料
／
１
５
０
０
円

▼
申
し
込
み
／
各
開
催
日
の
３
日
前

ま
で
に
、
電
話
で
白
ふ
じ
の
里
へ

☎
６
３
８
・
４
１
５
５

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

滝ノ谷不動峡もみじまつり写真コンテスト
　もみじまつりの様子を撮影した
写真を募集します。
サイズ／四つ切サイズ（ワイドサ
イズ不可、デジタルカメラ作品
はＡ４サイズ）
応募方法／12月８日㈪までに、直
接または郵送で、〒426‒0034市
内駅前1‒1‒2市観光案内所へ

▼
対
象
／
５
人

ま
で
の
個
人
・

グ
ル
ー
プ
（
中

学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
）　

▼
と

き
／
12
月
６
日
㈯
午
後
１
時
〜
４
時　

▼
と
こ
ろ
／
総
合
運
動
公
園
サ
ッ

カ
ー
場　

▼
定
員
／
30
組（
申
込
順
）　

▼
参
加
料
／
１
組
千
円　

▼
持
ち

物
／
汚
れ
て
も
い
い
服
装　

▼
申
し

込
み
／
12
月
２
日
㈫
ま
で
に
、
直
接

ま
た
は
電
話
で
総
合
運
動
公
園
へ

 

☎
６
４
６
・
６
１
０
０

は
保
護
者
同
伴
）　

▼
と
き
／
12
月 

13
日
㈯
午
前
９
時
30
分
〜
12
時
30
分　

 

▼
と
こ
ろ
／
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー　

 

▼
定
員
／
20
人（
申
込
順
）　

▼
参
加 

料
／
３
０
０
円　

▼
持
ち
物
／
エ
プ

ロ
ン
、
三
角
巾　

▼
申
し
込
み
／
11

月
28
日
㈮
ま
で
に
、
電
話
で
環
境
政

策
課
へ 

☎
６
４
３
・
３
１
８
３

※
託
児
希
望
の
人
は
、
申
込
時
に
人

数
と
年
齢
を
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

加
料
／
無
料　

▼
申
し
込
み
／
11
月

26
日
㈬
ま
で
に
、
フ
ァ
ク
ス
ま
た
は

Ｅ
メ
ー
ル
・
ハ
ガ
キ
に
住
所
・
氏
名
・

職
業
を
記
入
し
、
〒
425‒

0032
焼
津
市

鰯
ヶ
島
１
３
６‒

24
県
水
産
技
術
研

究
所
へ 

☎
６
２
０
・
８
９
１
１

 

６
２
９
・
１
２
５
５

suigi-sinsousui@pref.shizuoka.lg.jp

▼
対
象
／
60
歳
未
満
の
人　

▼
勤
務

場
所
／
市
立
総
合
病
院　

▼
勤
務
時

間
／
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15

分　

▼
業
務
内
容
／
病
院
（
病
棟
・

外
来
）
で
の
栄
養
指
導
な
ど　

▼
定

員
／
若
干
名　

▼
申
し
込
み
／
履
歴

書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
直
接
ま

た
は
郵
送
で
〒
426‒
8677
市
内
駿
河
台

４‒

１‒

11
病
院
総
務
課
へ

 

☎
６
４
６
・
１
１
１
１

ミ
ニ
門
松
と
ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス
作
り

募

集

水
産
研
究
発
表
会

絶
滅
危
惧
種
の
ニ
ホ
ン
ウ
ナ
ギ
や
深

海
魚
な
ど
の
水
産
資
源
に
迫
り
ま
す
。

▼
と
き
／
11
月
28
日
㈮
午
後
１
時
〜 

４
時　

▼
と
こ
ろ
／
焼
津
公
民
館　

 

▼
定
員
／
１
０
０
人（
申
込
順
）　

▼
参 

か
わ
ら
版
で
読
み
解
く

岡
部
の
歴
史
講
座

か
わ
ら
版
に
見
立
て
た
資
料
を
も
と

に
岡
部
の
歴
史
を
学
び
ま
せ
ん
か
。

▼
と
き
・
内
容
／
12
月
６
日
㈯
…
木も

く

喰じ
き

の
岡
部
で
の
活
動
記
録
日
記
、
平

成
27
年
１
月
10
日
㈯
…
往
来
手
形
之

事　

午
前
10
時
〜
11
時
30
分　

▼
と

こ
ろ
／
大お

お

旅は
た
ご籠

柏か
し
ば

屋や　

▼
講
師
／
池 

谷
圭
次
さ
ん
（
元
岡
部
町
社
会
教
育 

指
導
員
）
ほ
か　

▼
定
員
／
各
20
人 

（
申
込
順
）　

▼
受
講
料
／
無
料　

▼
申 

し
込
み
／
各
開
催
日
の
前
日
ま
で
に
、

電
話
で
大
旅
籠
柏
屋
へ

 

☎
６
６
７
・
０
０
１
８

小
学
生
陶
芸
教
室

▼
対
象
／
市
内
に
住
ん
で
い
る
小
学

生
（
１
・
２
年
生
は
保
護
者
同
伴
）　

▼
と
き
／
12
月
13
日
㈯
午
後
１
時
30 

分
〜
３
時
30
分　

▼
と
こ
ろ
／
生
涯 

学
習
セ
ン
タ
ー　

▼
定
員
／
20
人（
抽 

選
）　

▼
参
加
料
／
５
０
０
円　

▼
持 

ち
物
／
エ
プ
ロ
ン
、
タ
オ
ル
、
筆
記

用
具　

▼
申
し
込
み
／
11
月
26
日
㈬

ま
で
に
、
直
接
ま
た
は
電
話
で
藤
枝

公
民
館
へ 

☎
６
４
６
・
３
２
１
１

せ
と
や
さ
ん
さ
ん
市

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
出
店
者

▼
と
き
／
12
月
７
日
㈰
午
前
７
時
〜

正
午　

▼
と
こ
ろ
／
藤
の
瀬
会
館
前

広
場　

▼
出
店
料
／
千
円　

▼
申
し

込
み
／
12
月
２
日
㈫
ま
で
に
、
電
話

で
藤
の
瀬
会
館
へ

 

☎
６
３
９
・
０
１
２
０

静
浜
基
地
ふ
れ
あ
い

ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト

航
空
音
楽
隊
の
演
奏
で
楽
し
い
ク
リ

ス
マ
ス
を
迎
え
ま
せ
ん
か
。

▼
と
き
／
12
月
17
日
㈬
午
後
６
時
30

分
〜
８
時　

▼
と
こ
ろ
／
大
井
川

文
化
会
館
ミ
ュ
ー
ジ
コ
（
焼
津
市
）　

▼
定
員
／
千
人
（
抽
選
）　

▼
入
場

料
／
無
料　

▼
申
し
込
み
／
11
月

28
日
㈮
（
必
着
）
ま
で
に
、
往
復

ハ
ガ
キ
に
代
表
者
の
住
所
・
氏
名
・

電
話
番
号
・
希
望
人
数
を
記
入
し
、

〒
421‒

0293
焼
津
市
上
小
杉
１
６
０
２

静
浜
基
地
渉
外
室
へ

 

☎
６
２
２
・
１
２
３
４

※
乳
幼
児
は
入
場
で
き
ま
せ
ん
。

「
竹
取
物
語
」
か
ら
、
古
代
人
の
ロ

マ
ン
と
想
像
力
の
源
流
を
探
り
ま
す
。

▼
と
き
／
平
成
27
年
１
月
17
日
、
２

月
14
日
、
３
月
28
日
の
土
曜
日　

午

後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分　

▼
講

師
／
武ぶ

士し

俣ま
た

勝か
つ

司じ

さ
ん
（
詩
人
）　

▼
定
員
／
50
人
（
申
込
順
）　

▼
参

加
料
／
９
０
０
円（
全
３
回
）　

▼
申

し
込
み
／
平
成
27
年
１
月
16
日
㈮
ま

で
に
、
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で
郷

土
博
物
館
へ

 

☎
６
４
５
・
１
１
０
０

 

６
４
４
・
８
５
１
４

※
１
回
の
み
の
参
加
も
可
能
で
す
。

志し

太だ

郡ぐ
ん

衙が

・
古
代
文
学
講
座



Fujieda H26.11.517 16広報ふじえだ

催

し

▼
と
き
／
11
月
23
日
㈷
午
前
９
時
〜

午
後
３
時
30
分　

▼
と
こ
ろ
／
大
久

保
グ
ラ
ス
ス
キ
ー
場
・
キ
ャ
ン
プ
場　

▼
内
容
／
ソ
リ
す
べ
り
無
料
（
別
途

用
具
料
）、
餅
つ
き
体
験
、
草
餅
サ
ー

ビ
ス
、
大
久
保
グ
ル
メ
の
販
売
、
ツ

リ
ー
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
体
験
（
前
日
ま

熊
手
や
南
天
、
縁
起
物
な
ど
で
恵
比

寿
講
を
お
祝
い
し
ま
す
。

▼
と
き
／
11
月
20
日
㈭
午
前
９
時
〜

午
後
４
時　

▼
と
こ
ろ
／
大
旅
籠
柏

屋　

▼
内
容
／
大
根
・
み
か
ん
・
落ら

く

雁が
ん

菓
子
な
ど
の
く
じ
引
き
（
先
着
１

０
０
本
）　

▼
入
場
料
／
無
料

※
直
接
会
場
へ

問
大
旅
籠
柏
屋

 

☎
６
６
７
・
０
０
１
８

▼
と
き
／
11
月
30
日
㈰
午
前
10
時
〜

午
後
３
時
（
受
付
：
午
後
２
時
30
分

ま
で
）　

▼
と
こ
ろ
／
生
涯
学
習
セ

ン
タ
ー
、
藤
枝
中
央
小
学
校
跡
地
グ

ラ
ウ
ン
ド　

▼
内
容
／
手
づ
く
り
体

験
、
似
顔
絵
コ
ー
ナ
ー
、
チ
ャ
レ
ン

ジ
コ
ー
ナ
ー
（
賞
品
あ
り
）
な
ど　

▼
入
場
料
／
無
料　

※
直
接
会
場
へ

問
生
涯
学
習
課

 

☎
６
４
３
・
３
０
４
７

▼
と
き
／
11
月
16
日
㈰
午
前
10
時
〜

午
後
３
時　

▼
と
こ
ろ
／
焼
津
青
少 

年
の
家　

▼
内
容
／
地
域
住
民
に
よ

る
音
楽
や
踊
り
の
ス
テ
ー
ジ
発
表
、

美
術
作
品
の
展
示
、焼
津
水
産
高
校
・

漁
協
に
よ
る
特
産
品
販
売
、
青
少
年

の
家
プ
ロ
グ
ラ
ム
体
験
な
ど　

▼
参

加
料
／
無
料
（
一
部
有
料
）

※
直
接
会
場
へ

※
駐
車
場
に
限
り
が
あ
り
ま
す
。
公

▼
と
き
／
11
月
19
日
㈬
午
後
７
時
〜

８
時　

▼
と
こ
ろ
／
市
立
総
合
病
院

講
堂　

▼
講
師
／
松
岡
靖
彦
・
放
射

線
技
師
、
西
松
諭
・
臨
床
工
学
技
士　

▼
演
題
／「
放
射
線
治
療
に
つ
い
て
」

「
臨
床
工
学
技
士
の
お
仕
事
」　

▼
受

講
料
／
無
料　

※
直
接
会
場
へ

問
病
院
総
務
課

 

☎
６
４
６
・
１
１
１
１

▼
と
き
／
11
月
15
日
㈯
午
前
９
時
30

分
〜
11
時
30
分　

▼
と
こ
ろ
／
生
涯

学
習
セ
ン
タ
ー　

▼
内
容
／
高
齢
者 

を
悪
質
商
法
か
ら
守
る
た
め
の
講
演
、 

警
察
音
楽
隊
に
よ
る
演
奏
な
ど　

▼
定 

員
／
３
５
０
人
（
先
着
順
）

※
直
接
会
場
へ

問
協
働
政
策
課

 

☎
６
４
３
・
３
１
８
９

全
国
か
ら
24
チ
ー
ム
が
集
結
し
ま
す
。

▼
と
き
／
11
月
14
日
㈮
午
前
11
時
50

分
〜
午
後
３
時
40
分
、
15
日
㈯
午
前

10
時
〜
午
後
２
時
40
分
、
16
日
㈰
午

前
10
時
〜
午
後
１
時
50
分　

▼
と
こ

ろ
／
総
合
運
動
公
園
、
市
民
グ
ラ
ウ

ン
ド
、
中
外
製
薬
工
業
㈱
グ
ラ
ウ
ン

ド　

▼
入
場
料
／
無
料

※
直
接
会
場
へ

問
サ
ッ
カ
ー
の
ま
ち
ド
リ
ー
ム
プ
ラ
ン 

推
進
室 

☎
６
４
３
・
３
１
３
８

大
久
保
お
お
た
む
祭
り

か
し
ば
や
恵
比
寿
講

子
ど
も
会
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

焼
津
青
少
年
の
家
ま
つ
り

市
立
総
合
病
院
公
開
講
座

安
全
・
安
心
ま
ち
づ
く
り
の
集
い

自
治
体
職
員
シ
ニ
ア
サ
ッ
カ
ー

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
１
４

共
交
通
機
関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
県
焼
津
青
少
年
の
家

 

☎
６
２
４
・
４
６
７
５

で
に
要
予
約
。
対
象
は
６
歳
以
上
で

定
員
26
人
。
体
験
料
１
５
０
０
円
）

※
直
接
会
場
へ

問
大
久
保
キ
ャ
ン
プ
場

 

☎
６
３
１
・
２
２
２
７

母子家庭などへの就学支度資金・修学資金貸付制度
問児童課　☎643･3241

軽自動車税の税率を改正しました
問課税課　☎643･3276

対象／高校や大学、専門学校などに通学しているか、入学を希望している子どもを養育していて、学費の支払いが困難な 
母子・父子家庭または両親のいない家庭
※日本学生支援機構の奨学金などと併用はできません。詳しくは、お問い合わせください。

原動機付自転車・小型特殊自動車・二輪車
平成27年度から、原動機付自転車や二輪
車などの税率を次のとおり引き上げます。

軽四輪車・軽三輪車
●平成27年４月１日以後、最初の新規検査を受けた車両から下表①のとお
り税率を引き上げます。
※平成27年４月1日に新車登録した車両は、平成27年度から税率を引き上げ
※平成27年４月２日以後に新車登録した車両は、平成28年度から税率を引き上げ
●平成28年度より、グリーン化を進めるため、最初の新規検査から13年を
経過した車両は、その翌年度より下表②のとおり税率を引き上げます。 

【就学支度資金貸付】（）は自宅外からの通学
・修学するに際して直接必要とする被服、履物などの購
入費などに充てるために貸し付ける資金。
・入学時に１回に限り貸し付けます（原則として平成27
年３月31日に貸付）。

【修学資金貸付】（）は自宅外からの通学
・高等学校、大学などに修学するために直接必要な授業
料、書籍代、交通費などに充てるために貸し付ける資金。
・修学期間中、毎月末日に継続的に貸し付けます。

車種 平成26年度
まで

平成27年度
以後

原動機付
自転車

50㏄以下 1,000円 2,000円
50㏄超
90㏄以下 1,200円 2,000円

90㏄超
125㏄以下 1,600円 2,400円

ミニカー 2,500円 3,700円

小型特殊
自動車

農耕用 1,600円 2,400円
その他

（特殊作業用） 4,700円 5,900円

軽二輪 125㏄超
250㏄以下 2,400円 3,600円

ボートト
レーラー 2,400円 3,600円

二輪の小
型自動車 250㏄超 4,000円 6,000円

車種
平成27年３月31日以
前に最初の新規検査
を受けた車両

①平成27年４月１日 
以後に最初の新規検
査を受けた車両

②【平成28年度～】
最初の新規検査から
13年経過した車両

軽三輪 3,100円 3,900円 4,600円

軽四貨物
営業用 3,000円 3,800円 4,500円

自家用 4,000円 5,000円 6,000円

軽四乗用
営業用 5,500円 6,900円 8,200円

自家用 7,200円 10,800円 12,900円

※最初の新規検査の年月は、自動車検査証に記載されている「初度検査年月」です。

学校種別
貸付限度額

国公立 私立

高等学校・高等専門学校など 15万円
（16万円）

41万円
（42万円）

大学・短期大学など 37万円
（38万円）

58万円
（59万円）

修業施設 ９万円（10万円）

学校種別
貸付限度額（月額）
国公立 私立

高等学校など １万８千円
（２万３千円）

３万円
（３万５千円）

短期大学・専修学校（専門課程）
４万５千円
（５万１千円）

５万３千円
（６万円）

大学 ５万４千円
（６万４千円）

専修学校（一般課程） ３万１千円

韓
国
伝
統
文
化
講
座

さ
ま
ざ
ま
な
色
の
布
で
韓
国
伝
統
の

小
物
入
れ
を
作
り
ま
す
。

▼
と
き
／
平
成
27
年
１
月
11
日
㈰
・
18 

日
㈰　

午
前
９
時
30
分
〜
正
午　

▼
と 

こ
ろ
／
市
民
会
館
会
議
室　

▼
定
員
／ 

20
人
（
申
込
順
）　

▼
受
講
料
／
２

５
０
０
円
（
全
２
回
）　

▼
持
ち

物
／
裁
縫
道
具　

▼
申
し
込
み
／
11

月
17
日
㈪
か
ら
、
直
接
、
市
民
会
館

へ 

☎
６
４
３
・
３
９
３
１

通
勤
・
通
学
し
て
い
る
人　

▼
と
き
／ 

12
月
９
日
㈫
・
22
日
㈪　

午
後
７ 

時
〜
９
時　

▼
と
こ
ろ
／
市
役
所
３

０
２
会
議
室　

▼
定
員
／
20
人
（
申

込
順
）　

▼
参
加
料
／
無
料　

▼
持

ち
物
／
筆
記
用
具　

▼
申
し
込

み
／
11
月
28
日
㈮
ま
で
に
、
電
話
ま

た
は
フ
ァ
ク
ス
・
Ｅ
メ
ー
ル
で
環
境

政
策
課
へ 

☎
６
４
３
・
３
１
８
３

 

６
４
３
・
３
２
８
０

kankyoseisaku@city.fujieda.shizuoka.jp
※
全
６
回
。
３
回
目
以
降
の
詳
細
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

料　

▼
申
し
込
み
／
11
月
17
日
㈪
か

ら
、電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
・
Ｅ
メ
ー

ル
で
街
道
・
文
化
課
へ

 

☎
６
４
３
・
３
０
３
６

 

６
４
３
・
３
３
２
７

bunka@
city.fujieda.shizuoka.jp

ち
り
め
ん
細
工
教
室

来
年
の
干
支
「
未
」
の
親
子
を
ち
り

め
ん
細
工
で
作
り
ま
す
。

▼
と
き
／
12
月
６
日
㈯
午
前
９
時
30

分
〜
正
午　

▼
と
こ
ろ
／
文
化
セ
ン

タ
ー　

▼
定
員
／
20
人
（
申
込
順
）

▼
持
ち
物
／
裁
縫
道
具　

▼
参
加

料
／
無
料　

▼
申
し
込
み
／
11
月
19

日
㈬
か
ら
、
電
話
で
ふ
じ
え
だ
市
民

活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
へ

 

☎
６
４
６
・
３
５
５
５

環
境
セ
ミ
ナ
ー

専
門
知
識
を
学
び
、
地
域
の
環
境

リ
ー
ダ
ー
を
目
指
し
ま
せ
ん
か
。

▼
対
象
／
市
内
に
住
ん
で
い
る
か
、 

募

集

古
く
か
ら
鑑
賞

さ
れ
て
い
る
東

洋
蘭
や
珍
し
い

メ
ダ
カ
を
展
示

し
ま
す
。

▼
と
き
／
11
月
15
日
㈯
・
16
日
㈰　

 

午
前
９
時
〜
午
後
４
時　

▼
と
こ
ろ
／ 

志
太
郡
衙
資
料
館　

▼
入
場
料
／
無

料　

※
直
接
会
場
へ

問
文
化
財
課

 

☎
６
４
５
・
１
１
０
０

志
太
郡
衙
・
秋
の
東
洋
蘭ら

ん

展

白
ふ
じ
の
里
収
穫
祭

▼
と
き
／
11
月
９
日
㈰
午
前
10
時
〜 

午
後
１
時　

▼
内
容
／
し
し
汁
・
か

ま
ど
炊
き
ご
飯
・
地
場
産
品
の
販
売
、

杵き
ね

つ
き
餅
の
無
料
配
布
、
ふ
あ
ふ
あ
、

電
動
カ
ー
（
有
料
）　

※
直
接
会
場
へ

問
白
ふ
じ
の
里

 

☎
６
３
８
・
４
１
５
５

干え

支と

（
未ひ

つ
じ

）の
土
人
形
と

折
紙
の
鳳ほ

う

凰お
う

づ
く
り
講
座

▼
対
象
／
市
内
に
住
ん
で
い
る
小
学

生
と
そ
の
保
護
者　

▼
と
き
／
12
月 

21
日
㈰
午
前
９
時
30
分
〜
正
午　

▼
と 

こ
ろ
／
藤
枝
公
民
館　

▼
定
員
／
20
組 

（
抽
選
）　

▼
参
加
料
／
無
料　

▼
持

ち
物
／
汚
れ
て
も
い
い
服
装
、
筆
記

用
具　

▼
申
し
込
み
／
11
月
26
日
㈬

ま
で
に
、
直
接
ま
た
は
電
話
で
藤
枝

公
民
館
へ 

☎
６
４
６
・
３
２
１
１

ク
リ
ス
マ
ス
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト

▼
対
象
／
未
就
学
児
と
そ
の
保
護

者　

▼
と
き
／
12
月
14
日
㈰
午
前
10

時
〜
11
時
30
分　

▼
と
こ
ろ
／
青
島

北
公
民
館　

▼
内
容
／
現
役
保
育
士

を
中
心
に
結
成
さ
れ
た
コ
ン
ソ
メ
Ｗ

パ
ン
チ
に
よ
る
コ
ン
サ
ー
ト　

▼
定

員
／
40
組
80
人
（
申
込
順
）　

▼
参

加
料
／
１
人
１
０
０
円　

▼
申
し
込

み
／
11
月
10
日
㈪
か
ら
、
電
話
で
男

女
共
同
参
画
課
へ

 

☎
６
４
３
・
３
１
９
８

市
制
施
行
60
周
年
記
念

「
家
康
公
と
藤
枝
」勉
強
会

▼
と
き
／
12
月
13
日
㈯
午
前
10
時
〜

正
午　

▼
と
こ
ろ
／
西
益
津
公
民
館　

▼
講
師
／
本
多
隆た

か

成し
げ

さ
ん
（
静
岡
大

学
名
誉
教
授
）
ほ
か　

▼
定
員
／
１

２
０
人（
申
込
順
）　

▼
参
加
料
／
無
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地
震
な
ど
の
大
災
害
が
発
生
す
る
と
、

多
く
の
地
域
が
同
時
に
被
災
す
る
こ
と
が

見
込
ま
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
、
救
助
が
必

要
な
す
べ
て
の
人
の
も
と
に
、
消
防
や
警

察
が
駆
け
付
け
る
こ
と
は
困
難
。
助
け
を

待
っ
て
い
る
だ
け
で
は
手
遅
れ
に
な
る
こ

と
も
あ
り
、
地
域
住
民
が
自
主
的
に
助
け

合
っ
て
行
動
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
と
き
、〝
自
分
た
ち
の
地

域
と
自
分
の
命
は
自
分
た
ち
で
守
る
〞
た

め
に
力
を
発
揮
す
る
の
が
、
町
内
会
な
ど

の
単
位
で
結
成
さ
れ
た
「
自
主
防
災
組

織
」。
お
互
い
に

助
け
合
え
る
地
域

を
目
指
し
、
市
内

に
は
２
０
０
の
自

主
防
災
会
が
組
織

さ
れ
て
い
ま
す
。

地
域
ぐ
る
み
で
守
る
大
切
な
命

緊急速報メールの訓練送信
　12月７日㈰の静岡県地域防災訓練で、静岡県から緊急速報
メール（エリアメール）が発信されます。
対象／NTTドコモ、au、softbankの携帯電話、スマートフォ
ン、タブレット端末など（対応機種のみ）を持ち、静岡
県内にいる人

とき／12月７日㈰午前９時
※緊急速報メールの受信の可否などは、各携帯電話会社の販
売店にお問い合わせください。

※マナーモードでも携帯電話などが鳴動する場合があります。
鳴動により不都合がある人は、電源をオフにしてください。

土砂災害や噴火、台風など全国各地で大きな自然災害が発生しています。いつ発生す
るか分からない自然災害から大切な命を守るために、私たちに何ができるのでしょうか。
ここでは、発生が予想される地震から大切な命を守るための「地域の取り組み」につ
いて紹介します。 問危機管理課　☎643･3119

自
主
防
災
組
織
の
活
動

自
主
防
災
組
織
は
、
災
害
時
だ
け
で
な

く
普
段
か
ら
地
域
の
安
全
の
た
め
に
活
動

し
て
い
ま
す
。

地
域
内
の
危
険
箇
所
の
確
認
や
、
災
害

を
想
定
し
た
消
火
訓
練
や
応
急
手
当
訓
練

な
ど
の
防
災
訓
練
を
定
期
的
に
実
施
。
ま

た
、
防
災
研
修
会
な
ど
を
開
い
て
、
地
域

の
一
人
一
人
の
防
災
知
識
を
高
め
る
活
動

を
し
て
い
ま
す
。

災
害
時
に
は
、
地
域
住
民
の
安
否
確
認
、

避
難
誘
導
、
初
期
消
火
、
救
出
・
救
護
な

ど
の
活
動
や
、
市
が
指
定
す
る
指
定
避
難

場
所
の
管
理
・
運
営
を
行
い
、
地
域
防
災

の
主
体
と
な
っ
て
活
動
し
ま
す
。

地
域
の
防
災
リ
ー
ダ
ー

「
藤
枝
市
地
域
防
災
指
導
員
」

自
主
防
災
組
織
で
中
心
的
存
在
と
し

て
活
動
す
る
の
が
「
地
域
防
災
指
導
員
」。

町
内
会
の
役
員
な
ど
は
任
期
で
代
わ
っ
て

し
ま
う
こ
と
が
多
い
た
め
、
専
門
知
識
を

持
つ
防
災
リ
ー
ダ
ー
が
求
め
ら
れ
て
き
ま

し
た
。
市
内
で
は
、
６
７
６
人
が
自
主
防

災
会
活
動
の
充
実
と
地
域
防
災
力
の
底
上

げ
の
た
め
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

【
地
域
防
災
指
導
員
の
主
な
活
動
】

・
自
主
防
災
会
防
災
計
画
の
作
成

・
避
難
生
活
計
画
書
の
作
成

・
防
災
訓
練
の
計
画
・
実
施

地震発生
□まずは身の
安全を確保

□倒れやすい
戸棚や本棚
からすぐに
離れる

３秒
揺れが止まった
□火元を確認し、
火が出たら消火

□家族の安否確認
□戸を開け、出口
を確保

□靴を履き、慌て
ずに行動

１～２分
火災発生を防ぐ
□隣近所で安否確
認

□火災が発生した
ら大声で知らせ、
初期消火

□風呂に水をため
る

３分
情報収集
□ラジオなどで地震や津波などの
情報を確認

□非常持ち出し品を準備
□家を出る場合は、電気のブレー
カーを切り、ガスの元栓を閉め
る

□行き先を書き、目立つ所に貼る

５～ 10分
共助～地域で助け合う～
□自主防災会の一員として
活動

□隣近所で協力して、消火
や救出活動を行う

□お年寄りや身体の不自由
な人の手助けを行う

□デマに惑わされない

10分～

地震発生後は、１分１秒を無駄にできません。地震が発生してからどのような行動を取れば
良いか、再確認しましょう。

地震発生！ まずは落ち着いて行動

12
月
７
日
は
「
地
域
防
災
の
日
」

　
　
　

 

地
域
防
災
訓
練
に
参
加
し
ま
し
ょ
う

自
主
防
災
指
導
員
の
皆
さ
ん
が
地
域
の

中
心
と
し
て
活
躍
し
、
被
害
を
最
小
限
に

食
い
止
め
る
た
め
に
は
、
地
域
に
住
む
一

人
一
人
の
協
力
が
必
要
不
可
欠
で
す
。
防

災
訓
練
に
参
加
し
て
、
地
域
の
人
た
ち
と

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
り
、
地
域
の

防
災
力
を
高
め
ま
し
ょ
う
。

▼
と
き
／
12
月
７
日
㈰
午
前
９
時
〜
正
午

▼
メ
ー
ン
会
場
／
西
益
津
小
学
校

▼
内
容
／
医
療
救
護
や
救
出
の
訓
練
な
ど

※
訓
練
は
、
自
主
防
災
会
ご
と
に
実
施
さ

れ
ま
す
。
日
時
な
ど
詳
し
く
は
、
お
住

ま
い
の
地
区
の
自
主
防
災
会
に
お
問
い

合
わ
せ
い
た
だ
く
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

災
害
救
護
と
「
ト
リ
ア
ー
ジ
」

　

地
域
防
災
訓
練
で
も
実
施
す
る
「
医
療

救
護
訓
練
」。発
災
直
後
、医
療
救
護
は「
一

人
で
も
多
く
の
命
を
助
け
、
防
ぐ
こ
と
の

で
き
る
死
を
防
ぐ
」
こ
と
を
目
的
に
行
わ

れ
ま
す
。
そ
こ
で
大
切
な
の
が
、
け
が
な

ど
の
状
態
に
よ
り
優
先
し
て
治
療
す
る
べ

き
人
を
判
断
し
、
そ
の
人
か
ら
治
療
を
始

め
る
こ
と
。
そ
の
た
め
に
、
救
護
所
で
行

わ
れ
て
い
る
の
が
「
ト
リ
ア
ー
ジ
」
で
す
。

　

ト
リ
ア
ー
ジ
で
は
、
救
命
が
で
き
る
人

に
治
療
す
る
順
序
を
つ
け
ま
す
。
順
序
は
、

患
者
の
手
首
な
ど
に
付
け
る「
ト
リ
ア
ー
ジ
・

タ
ッ
グ
」
と
い
う
札
で
示
さ
れ
ま
す
。
家
族

の
優
先
順
位
が
低
い
な
ど
、
受
け
入
れ
に
く

い
こ
と
も
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
一
人

で
も
多
く
の
命

を
救
う
た
め
に

ト
リ
ア
ー
ジ
は

必
要
な
こ
と
な

の
で
す
。

東日本大震災の教訓を学ぶ
　10月16日、市役所で地域防災指導員
養成講習会を開催。東日本大震災で被災
し、仙台市宮城野区福

ふく

住
ず み

町
ま ち

の町内会長と
して避難や避難生活の指揮にあたった菅
原康雄さんが講演を行いました。菅原さ
んは「防災ではなく減災という考えが大
切。そのために、防災台帳やトイレの確保、他地域と協力できる事
前の準備、そして行政に頼らない地域力が必要である」と話し、参
加した約100人の受講者の皆さんは熱心に耳を傾けていました。

地震から
大切な地域を守るために
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市
民
の
皆
さ
ん
が
安
心
し
て
健
康
に
暮
ら

し
て
い
く
た
め
の
重
要
な
役
割
を
担
う
税
金
。

市
に
納
め
ら

れ
る
市
税
は
、

福
祉
や
保
険
な

ど
の
社
会
保
障
、

教
育
、
ご
み
処

理
、
道
路
整
備

な
ど
の
行
政

サ
ー
ビ
ス
を
提

供
す
る
た
め
の

貴
重
な
財
源
で

す
。 あ

な
た
の
税
金
は

社
会
を
支
え
る
た
め
の
会
費

市では、税の公平・公正を確保するため11月と12月を「滞納整理強化
月間」としています。県と県内全市町が協力連携し、差し押さえなど
の滞納処分の強化に取り組みます。 問納税課　☎643·3122

社会を支えるあなたの税金
〜 納め忘れをなくすために 〜

　

教
育
、
労
働
と
と
も
に
国
民
の
義
務
と
し

て
憲
法
に
定
め
ら
れ
て
い
る
「
納
税
」。

　

厳
し
い
経
済
状
況
の
中
で
も
、
多
く
の
人

は
納
期
限
ま
で
に
税
金
を
納
め
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
残
念
な
こ
と
に
納
税
義
務
を
果
た

し
て
い
な
い
人
も
い
ま
す
。

　
「
借
金
が
あ
る
」
は
納
税
で
き
な
い
理
由

に
な
り
ま
せ
ん
。
納
期
限
ま
で
に
納
付
し
な

い
と
、
納
税
し
て
い
る
皆
さ
ん
と
の
公
平
・

公
正
を
欠
く
だ
け
で
な
く
、
市
の
財
政
を
圧

迫
し
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
が
行
え
な
く
な
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
納
期
限
ま
で
に
必
ず
納
め

て
く
だ
さ
い
。

口
座
振
替

　

仕
事
や
家
事
に
忙
し
い
皆
さ
ん
に
は
、
便

利
な
口
座
振
替
を
お
勧
め
し
ま
す
。
納
期
限

の
前
日
ま
で
に
預
貯
金
の
準
備
を
お
願
い
し

納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

口
座
振
替
・
コ
ン
ビ
ニ
納
付
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

早
め
の
納
税
相
談
を

★
延
滞
金
と
は

　

納
期
限
を
過
ぎ
る
と
、
納
期
限
の
翌
日

か
ら
納
付
日
ま
で
の
日
数
に
応
じ
て
、
年

利
９
・
２
％
（
納
期
限
後
１
カ
月
は
２
・

９
％
）
を
乗
じ
て
計
算
し
た
延
滞
金
が
発

生
し
、
納
付
額
が
増
加
し
ま
す
。

※
延
滞
金
の
年
利
は
年
に
よ
り
変
更
す
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

★
滞
納
処
分
の
流
れ

　

納
期
限
ま
で
に
税
金
を
納
め
な
い
こ
と

を
滞
納
と
い
い
、
納
期
限
か
ら
20
日
以
内

に
督
促
状
を
送
付
し
ま
す
。
督
促
状
を
受

け
取
っ
て
も
納
付
が
な
い
場
合
は
、
納
税

義
務
者
の
財
産
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

　

そ
の
後
、
滞
納
者
の
財
産
を
差
し
押
さ

え
た
り
、
差
し
押
さ
え
た
財
産
を
公
売
し

た
り
し
て
、
滞
納
し
て
い
る
税
金
に
充
当

し
ま
す
。

　

財
産
の
調
査
や
差
し
押
さ
え
を
す
る
と

き
は
、
事
前
に
連

絡
を
し
た
り
、
同

意
を
取
っ
た
り
す

る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
。
ま
た
、
滞

納
者
の
了
解
な
く

自
宅
な
ど
を
捜
索

す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

【
滞
納
処
分
の
対
象
と
な
る
財
産
】

債
　
権
…
預
・
貯
金
、
給
与
、
年
金
、

生
命
保
険
、
売
掛
金
、
国
税
還
付
金
、

項目 件数 内容

預・貯金 272件 預・貯金、定期預金など

不動産 21件 土地や住宅など

生命保険 62件 生命保険など

給与 4件 年金の差し押さえ可能額

年金 5件 給与の差し押さえ可能額

合計 364件

平成26年度上半期の差し押さえ実績

滞
納
処
分

の
範
囲

納期限経過：市税の滞納発生 ※延滞金の計算が始まる

完納

計画的に納付

財産調査
（預貯金・給与・

年金・不動産・
生命保険など）

納税相談

納付催告 ※文書や電話で納付を促す

市税滞納から完納への流れ

督促状送付（50 円 / 期を加算） ※納期限後20日以内に送付

納
付

納
付

す
る

す
る

財産の差し押さえ・換価

滞納市税へ充当

し
な
い

し
な
い

～ 税を考える週間 ～
　11月11日㈫から17日㈪までは、「税を考
える週間」です。本年度のテーマは「しっ
てる？地方税」。
　市では、適正・公平な課税と徴収の実
現に向けた、さまざまな取り組みを実施
していきます。あなたも、これを機会に
税の役割について考えてみませんか。

　

や
む
を
得
ず
納

期
限
ま
で
に
納
め

ら
れ
な
い
場
合
は
、

事
前
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。
完
納
に

向
け
て
、
納
税
相

談
に
応
じ
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
平
日
の
昼
間
に
来
庁
で
き
な
い
人

の
た
め
に
、
夜
間
の
納
税
相
談
や
支
払
窓
口

が
あ
り
ま
す
。

夜
間
納
税
相
談
・
支
払
窓
口

と
き
／
毎
週
木
曜
日
（
祝
日
、
年
末
年
始
を

除
く
）
午
後
５
時
15
分
〜
７
時

と
こ
ろ
／
納
税
課
（
市
役
所
西
館
２
階
）

※
予
約
は
不
要
で
す
。

ま
す
。

　

納
期
限
に
残
高
不
足
で
振
替
が
で
き
な

か
っ
た
場
合
は
、
納
期
限
か
ら
10
日
前
後
に

再
度
引
き
落
と
し
を
行
い
ま
す
。
残
高
不
足

以
外
の
理
由
で
口
座
振
替
が
で
き
な
か
っ
た

場
合
に
は
、
市
か
ら
口
座
振
替
不
能
通
知
を

発
送
す
る
の
で
、
金
融
機
関
で
納
付
し
て
く

だ
さ
い
。

申
し
込
み
方
法

　

口
座
振
替
を
希
望
す
る
人
は
、
市
内
の
各

金
融
機
関
に
備
え
付
け
の
「
市
税
等
口
座
振

替
依
頼
書
」
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
直
接
、

各
金
融
機
関
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※
毎
月
15
日
ま
で
に
市
役
所
に
到
着
し
た
分

は
翌
月
か
ら
、
16
日
以
降
に
到
着
し
た
場

合
は
翌
々
月
か
ら
の
振
替
と
な
り
ま
す
。

コ
ン
ビ
ニ
納
付

　

市
税
は
、
納
期

限
内
で
あ
れ
ば
、

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス

ス
ト
ア
（
以
下
、

コ
ン
ビ
ニ
）
で
も

納
付
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
コ
ン
ビ
ニ
で
納
付
で
き
る
市
税

は
、
市
・
県
民
税
（
普
通
徴
収
分
）、
固
定

資
産
税
・
都
市
計
画
税
、
軽
自
動
車
税
、
国

民
健
康
保
険
税
で
す
。
24
時
間
３
６
５
日
い

つ
で
も
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
納
付
書
に
バ
ー
コ
ー
ド
の
印
字
が
な
い
も

の
や
、
納
付
書
１
枚
の
納
付
額
が
30
万
円

を
超
え
る
も
の
は
、
コ
ン
ビ
ニ
で
は
納
付

で
き
ま
せ
ん
。

差
し
押
さ
え

賃
料
な
ど

動
　
産
…
絵
画
、
軽
自
動
車
な
ど

不
動
産
…
土
地
、
建
物
な
ど
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▶とき／11月19日㈬・20日㈭午前10	
時〜午後８時　▶ところ／下伝馬会館
広場　▶内容／縁起物の販売、抽選会
など　※直接会場へ
問小林宅	 ☎641･1074

▶とき／11月25日㈫〜27日㈭午前
10時〜午後４時（25日は午後１時か
ら、27日は正午まで）　▶ところ／生
涯学習センター　▶内容／手工芸・書
道・絵画・写真などの展示、茶席コー

藤枝美術協会展
▶とき／11月18日㈫〜23日㈷午
前９時30分〜午後５時（23日は午
後４時まで）

秋の美術講演会
▶とき／11月22日㈯午後３時〜４	
時30分　▶講師／藤田俊哉さん（画
家）　▶演題／いま、絵画は何を語る	
のか？　▶定員／80人（先着順）

藤枝の作家展〜旅の風景小品展〜
▶とき／11月21日㈮〜23日㈷午
前９時30分〜午後５時
▶ところ／文化センター　▶入場料／
無料　※直接会場へ
問藤枝美術協会（内藤宅）
	 ☎638･2895

▶対象／未就学児で構成したチーム　
▶とき／11月30日㈰午前８時30分〜
正午　▶ところ／静清高校高田グラウ
ンド　▶参加料／無料　▶申し込み／
11月14日㈮までに、電話またはファ
クスで藤枝ライオンズクラブへ
	 ☎643･3874　 645･1215

篠
しの

笛
ぶえ

と尺八による演奏会です。
▶とき／11月23日㈷午後１時〜４
時　▶ところ／藤の瀬会館　▶定員／
100人（先着順）　▶入場料／無料
※直接会場へ
問篠笛会（越

お

智
ち

宅）	 ☎644･7572

▶とき／11月30日㈰まで午前９時
30分〜午後８時（土・日曜日、祝日
は午後５時30分まで）　▶ところ／
駅南図書館　▶入場料／無料
※直接会場へ
問えんぴつ写実画くらぶ（半田宅）
	 ☎635･8332

▶とき／11月30日㈰午後１時30分〜	
３時　▶ところ／焼津市文化センター　
▶内容／動物避難計画、ケージで暮ら
せるしつけの講話と実演　▶定員／
100人（先着順）　▶参加料／無料
※直接会場へ。ペットの入場不可
問県獣医師会志太支部（どいペットク
リニック内）	 ☎636･6437

サンタクロースがクリスマスプレゼン
トを宅配します。
▶対象／小学生以下の子どものいる家
庭　▶とき／12月21日㈰午後５時〜	
８時　▶定員／30組（抽選）　▶宅
配料／無料　▶申し込み／11月18
日㈫までに、ハガキに住所・氏名・子
どもの氏名と年齢・電話番号を記入し、
〒426–0012市内田中3–7–45勤労
青少年ホームへ
問藤枝市青年ネットワーク「FUN」（髙
松宛）	 ☎090･9946･2165
※プレゼントは各自ご用意ください。

▶とき／11月15日㈯午前10時〜正午　
▶ところ／文化センター　▶講師／
渡辺雄二さん（科学ジャーナリスト）　
▶演題／体を壊す10大添加物　▶定
員／100人（先着順）　▶参加料／無料
※直接会場へ
問生活クラブ生協静岡静清センター
	 ☎366･8456

子育て・教育について共に考えます。
▶とき／11月22日㈯・23日㈷午前
９時〜午後５時30分（22日は午前11	
時から、23日は午後４時まで）　▶と
ころ／藤枝北高校　▶内容／22日…
公開講座、23日…渡部達也さん（NPO
法人ゆめ・まち・ねっと代表）による

ストレッチ体操やヨガで体を整えます。
▶対象／20歳以上　▶とき／水曜日
午前10時〜11時30分　▶ところ／
市民ホールおかべ　▶定員／10人
（申込順）　▶参加料／６カ月９千円　
▶持ち物／バスタオル　▶申し込み／
電話でヨガ同好会（足立宅）へ

☎667･1977

下伝馬商店街  大黒天祭

藤枝美術協会の催し

藤枝LC杯  キッズサッカー大会

笛のしらべ

第３回えんぴつ写実画展

県獣医師会志太支部市民講座
「災害に備えるしつけ講座」

さわやかクラブふじえだ連合会
作品展示会

食の安全を知る学習会

静岡県教育のつどい

ヨガ教室

夢を届ける宅配サンタ

募　集

催　しま
ち
か
ど
フ
ァ
イ
ル

▶対象／幼児・小学生の保護者　▶と
き ／11月30日㈰午後１時30分〜
３時30分　▶ところ／高洲公民館　
▶講師／谷澤祥

さち

子
こ

さん（教育・心理カ
ウンセラー）　▶演題／子育てをして
いて迷うことはありませんか　▶定
員／15人（申込順）　▶受講料／400
円　▶申し込み／11月12日㈬〜25
日㈫に、電話またはファクスでNPO
法人静岡家庭教育サポート協会藤枝支
部（柴田宅）へ	 ☎ 641･2297

東日本大震災の体験談から、障害者の
いる家庭で必要な心構えや準備につい
て学びませんか。
▶と き／11月30日㈰午後１時30
分～３時30分　▶ところ／青島北
公民館　▶定員／150人（申込順）　
▶受講料／無料　▶申し込み／11月
20日㈭までに、氏名・電話番号・参
加人数を記入し、ファクスで社会福祉
法人ハルモニアへ	 ☎637･2111

634･0031

子育て講座

防災講演会「その時、家族を守れますか？」
▶とき／11月22日㈯午前10時30
分〜午後１時　▶ところ／喜多町名店
街　▶内容／猫グッズ・食品の販売、
掘り出し市、こばと幼稚園児による猫
のぬりえ展示　※直接会場へ
問喜多町名店街	 ☎646･5340

喜多町タマちゃん招き猫まつり

ナーなど　▶入場料／無料
※直接会場へ
問事務局（藤美園内）	 ☎643･9655

記念講演、「共育」分科会　▶定員／
200人（申込順）　▶参加料／無料　
▶申し込み／11月14日㈮までに、電
話またはファクス・Ｅメールで第７回
静岡県教育のつどい実行委員会（橋本
宅）へ	 ☎ 644･8611
	 hashijun@xf7.so-net.ne.jp

子
ど
も
が
泣
い
て
い
る
理
由
が
分
か
ら

な
い
。
親
の
言
う
こ
と
を
聞
か
な
い
。
周

り
を
困
ら
せ
て
ば
か
り
…
。
そ
ん
な
子
育

て
の
い
ら
立
ち
が
積
み
重
な
る
と
、
子
ど

も
へ
の
無
関
心
や
暴
言
、
暴
力
な
ど
、
子

ど
も
の
心
と
体
を
傷
つ
け
る「
児
童
虐
待
」

に
つ
な
が
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

子
育
て
の
イ
ラ
イ
ラ
は
、
ど
ん
な
親
で

も
経
験
す
る
こ
と
。
そ
れ
は
、
ど
ん
な
家

庭
で
も
児
童
虐
待
が
起
こ
り
得
る
こ
と
を

意
味
し
て
い
る
の
で
す
。

子
ど
も
が
上
手
に
自
分
の
思
い
を
表
現

で
き
な
か
っ
た
り
、
大
人
が
対
応
に
困
っ

て
し
ま
う
行
動
を
と
っ
て
し
ま
っ
た
り
す

る
の
は
、
当
然
の
こ
と
。

子
ど
も
は
毎
日
一
緒
に
暮
ら
す
家
族
の

子
ど
も
や
親
の
様
子
か
ら
、
周
囲
の
人

が
虐
待
に
気
が
付
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

子
ど
も
の
様
子

●
不
自
然
な
あ
ざ
や
傷
が
あ
る

●
親
を
怖
が
っ
た
り
、
乱
暴
な
言
動
を
し

て
い
る

●
年
齢
に
比
べ
、
体
が
著
し
く
小
さ
い

●
い
つ
も
衣
服
が
汚
れ
て
い
た
り
、
元
気

が
な
い　

な
ど

親
の
様
子

◦
子
ど
も
が
泣
い
て
も
あ
や
さ
な
い

◦
子
ど
も
を
激
し
く
叱
っ
た
り
、
必
要
以

上
に
き
つ
い
言
葉
を
か
け
る

◦
き
ょ
う
だ
い
の
間
で
差
別
的
な
扱
い
を

し
て
い
る

◦
子
ど
も
を
家
に
残
し
外
出
す
る　

な
ど

　
起
こ
り
得
る＂
児
童
虐
待
＂

　
子
育
て
で
イ
ラ
イ
ラ
す
る
と
き
は

家
族
と
地
域
が
関
わ
る＂
子
育
て
＂

　
虐
待
か
も
？ 

と
思
っ
た
ら

一
員
だ
か
ら
こ
そ
、
親
が
怒
り
を
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
す
る
の
は
大
変
な
こ
と
で
す
。

そ
ん
な
と
き
は
、
少
し
立
ち
止
ま
っ
て
、

何
に
対
し
て
イ
ラ
イ
ラ
し
て
い
る
の
か
考

え
て
み
ま
し
ょ
う
。

「
寝
不
足
が
続
い
て
、体
が
つ
ら
い
」「
子

育
て
の
不
安
が
あ
る
」
な
ど
、
必
ず
し
も

目
の
前
の
子
ど
も
だ
け
に
イ
ラ
イ
ラ
の
原

因
が
あ
る
と
は
限
ら
な
い
の
で
す
。

子
ど
も
に
怒
り
を
ぶ
つ
け
る
前
に
、
自

分
の
心
を
落
ち
着
か
せ
る
「
セ
ル
フ
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
」
を
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

セ
ル
フ
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

●
子
ど
も
が
安
全
な
場
所
に
い
る
の
を
確

認
し
て
、
少
し
そ
の
場
を
離
れ
る

●
大
き
く
深
呼
吸
を
す
る

●
声
に
出
し
て
「
落
ち
着
い
て
」「
ち
ょ
っ

と
待
っ
て
」
と
言
う

●
思
い
の
ま
ま
に
、
出
来
事
や
自
分
の
考

え
を
文
章
に
し
て
書
く

生
ま
れ
て
き
て
く
れ
て 

あ
り
が
と
う

　

〜
み
ん
な
で
守
る　

藤
枝
の
子
育
て
と　

子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
〜

子
育
て
に
は
楽
し
さ
も
あ
れ
ば
、
悩
み
や
つ
ら
さ
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
苦
し
さ
が
募
る
と
、

子
ど
も
の
心
や
体
の
健
全
な
成
長
を
奪
う
「
児
童
虐
待
」
に
つ
な
が
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

藤
枝
の
子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長
と
子
育
て
に
つ
い
て
、
あ
な
た
も
一
緒
に
考
え
て
み

ま
せ
ん
か
。�

問
子
ど
も
家
庭
相
談
セ
ン
タ
ー　

☎
６
４
３･

７
２
２
７

子
ど
も
が
笑
顔
で
元
気
に
成
長
し
て
い

く
た
め
に
は
、
親
だ
け
で
な
く
、
家
族
や

地
域
に
暮
ら
す
一
人
一
人
が
意
識
を
持
ち
、

関
わ
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

子
育
て
の
悩

み
を
打
ち
明
け

ら
れ
た
人
は
、

茶
化
し
た
り
否

定
し
た
り
せ
ず
、

そ
の
人
の
気
持

ち
を
受
け
止
め

る
こ
と
が
大
切

で
す
。「
よ
く
話
し
て
く
れ
た
ね
」
と
ね

ぎ
ら
い
、
相
談
相
手
に
な
っ
て
あ
げ
て
く

だ
さ
い
。

ま
た
、
普
段
か
ら
子
育
て
を
し
て
い
る

人
と
あ
い
さ
つ
を
交
わ
し
た
り
、
子
ど
も

に
つ
い
て
話
す
こ
と
で
、
困
っ
た
と
き
に

相
談
で
き
る
間
柄
に
な
れ
る
も
の
で
す
。

誰もが利用できる、児童虐待に関する電話相談窓
口です。「虐待かもしれない」と感じたら、ため
らわずに連絡してください。連絡は匿名でするこ
ともでき、秘密は固く守られます。

【相談窓口】
　子ども家庭相談センター� ☎643･7227
　県中央児童相談所� ☎646･3570
全国共通ダイヤル� ☎0570･064･000

オレンジリボンには、児童虐待を防止し、
虐待を受けた子どもが幸福になれるよう
にという思いが込められています。
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― 
藤
枝
に
は
人
工
的
で
は
な
い
魅
力
が
あ
る
。

― 

自
然
な
自
然
、
と
で
も
い
い
ま
し
ょ
う
か
。

藤枝の日本画家 松本高明 展
藤枝の魅力を“自然な自然”と語る松本高

たか

明
あき

さん。自分が見て感動した自然の姿を具現化した
いと思うことが、絵を描くエネルギーになっていると話します。
藤枝の自然をモチーフに日本画を描き続け、平成23年には市内の青池を描いた「浄

じょう

池
ち

」で
院展の最高賞となる日本美術院賞（大観賞）を受賞しました。
企画展では、藤枝の風景を中心に代表作を一堂に展示。松本高明の世界をお楽しみください。

問郷土博物館・文学館　☎645･1100

とき／11月15日㈯～12月23日㈷　ところ／郷土博物館・文学館
入館料／200円（中学生以下無料）

1945年三重県生まれ。市内平島在住。
静岡大学農学部卒業後、製薬会社に
勤務。33歳で日本画家を志し退職。
日本画の大家・松尾敏男氏に師事。
市内に自宅とアトリエを持ち、創作
活動に励む。

松本高明講演会「日本画と私」
とき／11月23日㈷午後２時～３時　ところ／文学館講座学習室
定員／80人（申込順）
申し込み／電話またはファクス・Eメールで郷土博物館へ
ギャラリートーク
とき／11月23日㈷、12月７日㈰　午前10時30分～ 11時30分
ところ／郷土博物館・文学館展示室　※直接会場へ
ワークショップ「はじめての日本画」
対象／小学校３年生～中学生　とき／12月７日㈰午後１時～３時
ところ／郷土博物館講座視聴覚室　定員／12人（申込順）
参加料／500円　持ち物／画板、雑巾、筆を洗うバケツなど
申し込み／11月15日㈯午前９時から、電話またはファクス・Eメー
ルで郷土博物館へ
　 644･8514　 muse@city.fujieda.shizuoka.jp
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